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れ
は
Ｒ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
の
研
究
に
端
を
発
す
る
も
の
で
、「
非
神
話
化
」

と
「
史
的
イ
エ
ス
の
問
題
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
新
約
聖
書
は
客
観

化
不
可
能
な
実
存
的
人
間
理
解
を
客
観
化
し
て
描
い
て
い
る
（
神
話

論
化
）
の
で
、
客
観
化
を
批
判
し
て
理
解
内
容
を
実
存
論
的
に
表
現

す
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
福
音
書
の
歴
史
性
批

判
を
通
じ
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
史
的
イ
エ
ス
」
に
つ
い
て
、

「
宣
教
」
者
イ
エ
ス
は
な
ぜ
原
始
キ
リ
ス
教
団
に
お
い
て
「
宣
教
さ

れ
る
」
救
済
者
と
な
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
史
的
イ
エ
ス
と
は
い
か

な
る
人
物
だ
っ
た
の
か
、
史
的
イ
エ
ス
の
現
代
的
意
義
は
如
何
、
と

い
う
問
い
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
研
究
者
と
な
っ
た
ば
か
り
の
私

に
と
っ
て
の
直
接
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
ほ
ぼ
同
時
期
に
は
じ
ま

人
生
の
旅
も
終
わ
り
近
く
な
っ
て
、
よ
う
や
く
自
分
の
仕
事
の
全

体
像
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
（
一
）
新
約
聖
書
は
何
を

語
っ
て
い
る
か
（
新
約
聖
書
学
）、（
二
）
そ
れ
を
現
代
人
に
通
じ
る

よ
う
に
言
い
表
し
た
ら
ど
う
な
る
か
（
宗
教
哲
学
あ
る
い
は
哲
学
的

神
学
）、（
三
）
新
約
聖
書
が
示
す
あ
り
方
に
到
達
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
（
実
践
論
）
の
三
部
分
よ
り
成
る
。
以
下
で
は
私

の
仕
事
を
時
間
的
順
序
で
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
内
容
の

全
体
に
わ
た
る
概
論
と
し
て
略
述
す
る
。

序
説

一
九
五
〇
年
代
の
新
約
聖
書
学
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ

私
の
仕
事
に
つ
い
て

歩
み
と
ま
と
め

八
木
誠
一
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を
全
体
と
し
て
神
と
人
と
の
「
人
格
主
義
的
・
法
的
」
関
係
と
し
て

述
べ
て
い
る
の
で
、「
神
話
論
的
」
と
な
り
、個
人
の
「
信
仰
的
自
覚
」

と
い
う
確
認
可
能
な
点
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
新
約
聖

書
に
は
さ
ら
に
「
愛
す
る
者
は
神
の
な
か
に
あ
り
、
神
は
そ
の
人
の

な
か
に
あ
る
」
と
い
う
愛
の
神
学
（
神
学
Ｃ
）
が
あ
る
。
私
は
こ
れ

を
の
ち
に
「
場
所
論
的
神
学
」
と
し
て
一
般
化
し
た
が
、
ま
ず
三
者

を
以
下
に
略
述
す
る
（『
キ
リ
ス
ト
と
イ
エ
ス
』
九
二
頁
以
下
）。

神
学
Ａ

神
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
を
選
び
、
こ
れ
と
契
約
を
結
び
、
律
法
を
与
え

た
。
こ
の
契
約
と
律
法
に
基
づ
い
て
、
人
（
ま
ず
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
。

新
約
聖
書
で
は
人
間
に
一
般
化
さ
れ
る
）
は
本
来
律
法
を
守
る
べ
き

な
の
で
あ
り
、律
法
を
全
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
に
義
と
さ
れ
る
。

し
か
る
に
人
は
律
法
を
守
る
こ
と
が
で
き
ず
、
律
法
に
背
い
て
罪
を

犯
し
、
神
に
よ
る
罰
と
し
て
滅
び
る
定
め
の
も
と
に
あ
る
。
さ
て
神

は
忍
耐
を
も
っ
て
人
の
罪
を
見
逃
し
、
決
定
的
な
裁
き
を
行
わ
な
か

っ
た
が
、
今
や
一
方
で
は
契
約
へ
の
誠
実
す
な
わ
ち
神
の
義
を
あ
ら

わ
す
と
と
も
に
、
他
方
で
は
人
の
罪
を
赦
し
て
義
と
す
る
た
め
に
、

っ
た
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
も
、
ド
イ
ツ
留
学
中
に
仏
教

と
出
会
っ
て
仏
教
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て

は
自
分
自
身
の
思
想
と
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
と
な
っ
た
。
私
の
研

究
は
全
体
と
し
て
上
記
二
問
の
解
決
を
求
め
る
新
約
聖
書
の
思
想
研

究
と
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
仏
教
理
解
と
関
連
さ
せ
つ
つ
宗
教

哲
学
的
、
実
践
的
に
展
開
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
略

述
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
新
約
聖
書
学
関
係

伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
は
神
の
言
葉
で
あ
る
新
約
聖
書
の
証

言
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
新
約
聖
書
の
一
部
一
面
に
基

づ
い
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
重
要
な
点
を
逸
し
て
い
る
（『
は

た
ら
く
神
の
神
学
』
第
一
章
。
下
記
関
連
拙
著
参
照
。
以
下
同
様
）。

新
約
聖
書
に
は
「
神
の
民
」
形
成
の
歴
史
に
神
の
は
た
ら
き
を
見
る

「
神
学
Ａ
」
と
、
個
人
の
あ
り
方
の
根
底
に
神
の
は
た
ら
き
を
自
覚

す
る
「
神
学
Ｂ
」
と
が
あ
り
、
両
神
学
の
間
に
は
不
一
致
が
あ
る
の

に
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
は
前
者
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
、
そ
れ
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い
る
。

神
学
Ｂ

神
は
神
と
等
し
い
神
の
子
（
ロ
ゴ
ス
）
を
通
し
て
万
物
を
創
造
し

た
。
し
か
し
こ
の
世
は
神
か
ら
離
れ
て
悪
の
力
の
支
配
下
に
あ
り
、

人
は
す
べ
て
死
ぬ
べ
き
定
め
の
下
に
あ
る
。
し
か
し
い
ま
や
旧
い
世

は
終
わ
り
、
時
が
満
ち
て
神
の
子
が
世
に
派
遣
さ
れ
、
受
肉
し
て
人

と
な
っ
た
。
こ
れ
が
イ
エ
ス
で
あ
る
。
彼
は
神
に
従
順
に
生
き
、
死

に
い
た
る
ま
で
従
順
を
貫
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
神
は
彼
を
死
者
の
な
か

よ
り
起
こ
し
、
天
に
ま
で
高
め
、
諸
力
諸
霊
の
支
配
者
と
し
て
万
物

の
上
に
お
い
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
神
の
子
、高
挙
さ
れ
た「
主
」

と
告
白
し
て
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
受
け
る
者
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

運
命
と
生
命
に
参
与
す
る
、
す
な
わ
ち
主
な
る
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に

死
に
と
も
に
甦
え
り
、「
主
の
か
ら
だ
」
な
る
教
会
に
組
み
入
れ
ら

れ
る
。
信
徒
は
こ
う
し
て
神
と
結
ば
れ
、
死
後
は
キ
リ
ス
ト
の
も
と

に
赴
き
、
永
遠
の
生
を
受
け
る
。
こ
れ
が
新
し
い
世
の
姿
で
あ
り
、

旧
い
世
と
新
し
い
世
と
は
（
写
真
の
陽
画
と
陰
画
の
よ
う
に
、
例
：

え
ば
ア
ダ
ム
と
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
）
逆
対
応
す
る
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
立
て
、
そ
の
死
を
も
っ
て
罪
の
贖
い
と
し
た
。

イ
エ
ス
は
復
活
し
、
イ
エ
ス
の
血
に
よ
っ
て
「
イ
エ
ス
を
救
済
者
と

告
白
す
る
者
は
神
の
民
に
数
え
ら
れ
る
」
と
い
う
神
と
人
と
の
間
の

新
し
い
契
約
が
結
ば
れ
た
。
以
上
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
救

済
の
出
来
事
は
（
旧
約
）
聖
書
の
預
言
す
な
わ
ち
神
の
定
め
の
成
就

で
あ
る
。
こ
う
し
て
新
し
い
神
の
民
（
教
会
）
が
成
り
立
ち
、
新
し

い
倫
理
が
妥
当
す
る
。
や
が
て
終
末
と
な
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

が
再
臨
し
、
死
者
は
復
活
し
て
審
判
が
執
り
行
わ
れ
、
神
の
民
に
属

す
る
人
は
神
の
国
に
入
る
。

コ
メ
ン
ト　

旧
約
聖
書
的
な
用
語
と
思
考
の
枠
組
み
よ
り
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
原

始
教
団
起
源
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
エ
ル
サ
レ
ム
起
源
の
神
学
Ａ
が
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
世
界
に
伝
わ
る
と
、
旧
約
的
要
素
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
宗
教
の
影
響
の
も
と
に
、
新
し
い
神
学
（
神
学
Ｂ
）
が
成

り
立
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
神
学
は
こ
の
伝
統
を
展
開
じ
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
パ
ウ
ロ
神
学
は
神
学
Ａ
と
Ｂ
の
両
要
素
を
併
せ
持
っ
て
い

る
。
パ
ウ
ロ
神
学
に
お
け
る
諸
矛
盾
は
主
と
し
て
こ
こ
か
ら
生
じ
て
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イ
エ
ス
と
原
始
教
団

さ
て
三
者
の
源
流
は
イ
エ
ス
の
宗
教
に
あ
る
。
そ
の
関
係
は
こ
う

で
あ
る
。
神
学
Ａ
は
共
同
体
的
、
Ｂ
は
個
人
的
（
人
生
論
的
）、
Ｃ

は
対
人
的
で
あ
る
。
Ａ
の
中
心
は
罪
の
赦
し
、
Ｂ
の
中
心
は
罪
の
世

か
ら
の
自
由
、
Ｃ
の
中
心
は
愛
で
あ
り
、
三
者
は
信
徒
と
キ
リ
ス
ト

と
神
の
関
係
を
語
っ
て
い
る
。さ
て
イ
エ
ス
は
罪
の
赦
し（
共
同
性
）、

人
生
の
思
い
煩
い
か
ら
の
自
由
（
個
人
性
）、
さ
ら
に
愛
（
対
人
性
）

を
説
き
、
そ
の
根
底
と
し
て
神
の
支
配
・
神
の
国
を
語
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
用
語
は
異
な
る
が
、
内
容
的
に
は
一
致
が
あ
る
。
た
だ
し

イ
エ
ス
は
神
に
つ
い
て
語
る
が
、
原
始
教
団
の
神
学
は
キ
リ
ス
ト
中

心
的
で
あ
る
。

イ
エ
ス
の
宗
教
と
原
始
教
団
の
キ
リ
ス
ト
と
の
関
係
。
パ
ウ
ロ
が

い
う
「
私
の
う
ち
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
」
と
は
、
実
は
「
私
た
ち
の

な
か
で
働
く
神
」
と
同
義
で
、そ
れ
は
イ
エ
ス
の
言
葉
（
神
の
支
配
、

神
の
国
）に
も
語
ら
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
イ
エ
ス
の
い
う「
人
の
子
」

（
神
の
子
）
は
、
パ
ウ
ロ
の
い
う
「
復
活
し
た
イ
エ
ス
、
超
越
的
内

在
的
キ
リ
ス
ト
」
と
内
容
的
に
一
致
す
る
。
さ
て
イ
エ
ス
の
宗
教
は

神
学
Ｃ

神
は
愛
で
あ
る
。
愛
す
る
者
は
、
神
の
な
か
に
あ
り
、
神
は
そ
の

人
の
中
に
あ
る
。
愛
す
る
者
は
愛
が
神
か
ら
出
る
こ
と
を
知
り
、
神

を
知
る
。（
神
と
人
と
の
相
互
内
在
を
語
る
宗
教
論
を
場
所
論
と
い

う
）。さ

て
神
学
Ａ
は
共
同
体
的
で
あ
り
、
Ｂ
は
個
人
的
、
Ｃ
は
対
人
的

（
我
と
汝
関
係
）
で
あ
る
。
神
学
Ｂ
に
お
い
て
は
旧
約
聖
書
の
時
代

も
旧
い
「
闇
」
の
世
の
う
ち
で
、
し
た
が
っ
て
た
と
え
律
法
を
完
全

に
守
っ
た
と
し
て
も
救
い
に
は
い
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
贖
罪
論

は
な
く
、
歴
史
の
終
末
も
説
か
れ
な
い
、
等
々
の
違
い
が
あ
る
。
他

方
、両
者
の
一
致
点
は
、（
Ａ
）
義
と
さ
れ
て
神
と
結
ば
れ
た
者
、（
Ｂ
）

イ
エ
ス
を
救
済
者
と
信
じ
た
者
は
．
神
の
民
（
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ

と
し
て
の
教
会
）
に
数
え
ら
れ
、
聖
霊
を
受
け
て
キ
リ
ス
ト
と
結
ば

れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

つ
ま
り
両
者
の
一
致
点
は
「
私
の
う
ち
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
」
と

い
わ
れ
る
は
た
ら
き
の
自
覚
に
あ
り
、
神
学
Ｃ
に
お
い
て
は
、
キ
リ

ス
ト
の
は
た
ら
き
の
底
に
神
の
は
た
ら
き
が
見
ら
れ
て
い
る
。
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し
て
弟
子
た
ち
の
な
か
で
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
、と
信
じ
ら
れ
た
。

「
イ
エ
ス
の
復
活
」
を
こ
う
理
解
す
る
と
、
新
約
聖
書
思
想
全
体
が

矛
盾
も
困
難
も
な
く
説
明
で
き
る
（『
回
心
』　

イ
エ
ス
が
み
つ
け
た

泉
へ
』、
一
九
九
頁
以
下
）。
た
と
え
ば
イ
エ
ス
の
宣
教
と
原
始
教
団

の
キ
リ
ス
ト
宣
教
は
用
語
は
異
な
る
が
内
容
は
一
致
す
る
こ
と
、
イ

エ
ス
は
宣
教
者
だ
っ
た
の
に
原
始
キ
リ
ス
ト
教
で
は
宣
教
さ
れ
る
者

と
な
っ
た
こ
と
、
イ
エ
ス
が
な
ぜ
「
復
活
以
来
」
神
の
子
と
さ
れ
た

か
と
い
う
こ
と
、で
あ
る
。
他
方
で
「
空
虚
な
墓
」
の
伝
説
が
現
れ
、

「
肉
体
と
し
て
復
活
し
た
イ
エ
ス
」
と
原
始
教
団
の
「
霊
な
る
キ
リ

ス
ト
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
、
復
活
者
顕
現
と
霊
化
・

昇
天
物
語
が
作
ら
れ
た
。さ
ら
に
復
活
者
か
ら「
神
の
子
キ
リ
ス
ト
」、

さ
ら
に
「
子
な
る
神
」
へ
と
発
展
し
た
。
さ
ら
に
、
す
で
に
、
ヨ
ハ

ネ
福
音
書
が
描
く
イ
エ
ス
（
実
は
「
う
ち
な
る
キ
リ
ス
ト
」
の
こ
と
）

で
は
「
復
活
者
」
が
直
接
に
イ
エ
ス
と
同
一
化
同
一
視
さ
れ
て
い
た
、

等
々
が
説
明
さ
れ
る
。

関
連
著
書

『
新
約
思
想
の
成
立
』、
新
教
出
版
社
、
初
版 

一
九
六
三
年
、（
オ
ン
・
デ
マ

仏
教
に
も
通
じ
る
も
の
、
人
類
に
普
遍
的
な
現
実
で
あ
る
。
し
か
し

イ
エ
ス
を
理
解
し
え
な
か
っ
た
弟
子
た
ち
は
、
イ
エ
ス
の
死
後
、
イ

エ
ス
を
イ
エ
ス
た
ら
し
め
た
こ
の
現
実
を
み
ず
か
ら
の
う
ち
に
見
出

し
て
新
生
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
出
来
事
を
、「
十
字
架
に
つ
け
ら
れ

て
死
ん
だ
イ
エ
ス
が
復
活
し
て
、
そ
の
力
が
私
達
の
な
か
で
は
た
ら

い
て
い
る
」
と
解
釈
し
た
。
実
際
、
新
約
聖
書
に
お
い
て
「（
新
生

し
た
人
間
の
な
か
で
は
た
ら
く
神
」（
ピ
リ
ピ
一
・
一
三
）
と
「
私
の

う
ち
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
」
ガ
ラ
テ
ア
二
・
一
九
～
二
〇
）
は
等
価

で
、
互
換
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
イ
エ
ス
の
復
活
」
信
仰
が
成

立
し
、
原
始
教
団
は
そ
の
内
容
を
述
べ
た
。
と
こ
ろ
で
マ
ル
コ
六
章

一
四
～
一
六
節
に
は
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
と
イ
エ
ス
に
つ
い
て
同
様
の
解

釈
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ハ
ネ
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
あ
と
、
ヨ

ハ
ネ
の
弟
子
で
あ
っ
た
イ
エ
ス
が
独
立
伝
道
を
始
め
、
ヨ
ハ
ネ
に
勝

る
力
を
示
す
と
、
時
の
人
は
死
ん
だ
ヨ
ハ
ネ
が
復
活
し
て
イ
エ
ス
の

な
か
で
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
っ
た
。
当
時
こ
う
い
う
解
釈
法
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
原
始
教
団
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
と
弟
子
の
関
係
に
適

用
さ
れ
た
わ
け
だ
。
弟
子
た
ち
の
新
生
は
、
死
ん
だ
イ
エ
ス
が
復
活
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認
可
能
な
現
実
で
あ
る
「
統
合
作
用
」
と
し
て
一
般
化
で
き
る
。
キ

リ
ス
ト
の
は
た
ら
き
は
「
統
合
作
用
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
我
よ
り

も
深
く
、
自
我
を
正
常
に
動
か
す
は
た
ら
き
で
あ
る
。
他
方
、
情
報

を
操
作
す
る
「
近
代
人
」
は
「
単
な
る
自
我
」
と
な
っ
て
、
自
我
を

方
向
付
け
る
深
み
を
忘
却
し
た
結
果
、自
我
は
制
御
不
可
能
と
な
り
、

人
類
が
破
滅
に
瀕
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

統
合
体
。「
う
ち
な
る
キ
リ
ス
ト
」、
フ
ロ
ン
ト
構
造
、
自
己
・
自
我

パ
ウ
ロ
は
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」（
こ
の
世
界
に
お
け
る
神
の

子
・
キ
リ
ス
ト
の
現
実
性
）
と
し
て
の
「
教
会
」
を
人
体
に
な
ぞ
ら

え
て
語
っ
て
い
る
（
１
コ
リ
ン
ト
十
二
）。
人
体
は
一
で
あ
り
つ
つ
、

多
く
の
、
秩
序
づ
け
ら
れ
た
部
分
よ
り
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
特
有
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
部
分
の
間
に
は
必
要
な
も
の
を
提

供
し
あ
う
関
係
が
あ
り
（
広
義
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）、
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
構
成
し
て
い
る
。

上
記
の
関
係
は
一
般
化
で
き
る
。
私
は
そ
れ
を
「
統
合
体
」
と
称

し
て
い
る
。そ
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。成
員
は「
個
」

で
は
な
く
「
極
」
で
あ
る
。
極
と
は
、
磁
石
の
両
極
の
よ
う
に
、
他

ン
ド
）。

『
キ
リ
ス
ト
と
イ
エ
ス
』、
講
談
社
、
現
代
新
書
、
第
一
刷
、
一
九
六
九

年
。（
復
活
解
釈
の
初
出
）
な
お
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
『
回
心 

イ
エ 

ス
が
み
つ
け
た
泉
へ
』、
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
六
年
、
一
九
九
頁
以

下
参
照
。

『
イ
エ
ス
』、
清
水
書
院
、
人
と
思
想
シ
リ
ー
ズ
七
、
第
一
刷
、
一
九
六
八
年

『
パ
ウ
ロ
』、
清
水
書
院
、
人
と
思
想
シ
リ
ー
ズ
七
、
第
一
刷
、
一
九
八
〇
年

『
新
約
思
想
の
構
造
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

『
イ
エ
ス
の
宗
教
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。

『
回
心  

イ
エ
ス
が
み
つ
け
た
泉
へ
』、
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
六
年
。

二
、
宗
教
哲
学
・
神
学
関
係
、
統
合
論

で
は
「
わ
れ
わ
れ
の
な
か
で
は
た
ら
く
神
」（
い
わ
ゆ
る
「
う
ち

な
る
キ
リ
ス
ト
」）
の
は
た
ら
き
と
は
い
か
な
る
も
の
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
パ
ウ
ロ
が
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」
と
呼
ん
だ
教
会
形
成
に

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
教
会
は
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」
で
あ
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
独
特
の
構
造
を
も
つ
共

同
体
が
現
成
す
る
。
実
は
、
こ
の
構
造
は
客
観
的
に
も
主
体
的
に
確
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リ
ス
ト
の
な
か
」
に
あ
り
、キ
リ
ス
ト
は
「
信
徒
の
な
か
」
に
あ
る
。

さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
は
神
の
な
か
に
、
神
は
キ
リ
ス
ト
の
な
か
に
、
あ

る
（
こ
れ
は
ヨ
ハ
ネ
神
学
に
強
調
さ
れ
て
い
る
）。
場
と
極
の
相
互

内
在
を
「
場
所
論
」
的
に
表
現
す
る
と
、
個
は
「
は
た
ら
き
（
統
合

作
用
）
の
場、
の
な
か
」
で
極
と
な
り
、
逆
に
極
は
、「
場
の
は
た
ら

き
（
統
合
作
用
）
が
そ
こ
で
現
実
化
す
る
」、「
場
所
、
、

」
で
あ
る
。
そ

し
て
極
は
統
合
体
形
成
へ
と
動
か
さ
れ
る
。「
神
」
と
「
キ
リ
ス
ト
」

も
同
様
な
相
互
内
在
の
関
係
に
あ
る
（
キ
リ
ス
ト
は
神
と
信
徒
を
媒

介
す
る
位
置
に
あ
る
。
後
述
）。
こ
う
し
て
信
徒
は
神
と
い
う
は
た

ら
き
の
場
の
な
か
に
あ
っ
て
創
造
的
自
由
を
本
質
と
す
る
極
と
な

り
、「
神
の
は
た
ら
き
」
は
信
徒
の
な
か
で
「
愛
」
と
し
て
現
実
化

す
る
。
愛
は
信
徒
同
士
の
相
互
作
用
に
ほ
か
な
ら
な
ず
、
信
徒
は
教

会
共
同
体
を
建
設
す
る
。
統
合
体
に
は
、場
と
極
の
ほ
か
に
「
統
一
」

面
が
あ
る
。
統
一
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
極
に
同
様
に
妥
当
す
る
要
素
で

あ
る
。
そ
の
代
表
は
秩
序
と
規
範
、
客
観
的
に
は
構
造
で
あ
る
。
統

合
体
の
統
一
面
は
変
質
す
る
と
「
個
」
の
自
由
を
抑
圧
す
る
の
で
、

「
個
」
は
そ
の
拘
束
か
ら
自
由
に
な
っ
て
新
し
い
秩
序
を
作
ら
な
け

極
な
し
に
は
自
分
自
身
で
有
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
極
に
は
独
自

性
が
あ
り
、
位
置
も
あ
る
が
、
実
体
で
は
な
い
。
極
の
間
に
は
相
互

作
用
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
極
は
中
心
か
ら
外
へ
と
フ
ロ

ン
ト
を
広
げ
て
い
て
、
互
い
に
他
極
の
フ
ロ
ン
ト
を
自
分
自
身
の
一

部
に
変
換
す
る
か
、
他
極
の
フ
ロ
ン
ト
を
自
分
自
身
の
存
在
条
件
に

変
換
し
て
い
る
（
フ
ロ
ン
ト
構
造
）。
例
と
し
て
は
弦
楽
四
重
奏
を

思
い
浮
か
べ
ら
れ
た
い
。
各
パ
ー
ト
は
独
自
の
演
奏
で
あ
り
つ
つ
、

互
い
に
他
の
パ
ー
ト
を
自
分
自
身
の
成
立
の
条
件
に
し
合
っ
て
、
ひ

と
つ
の
音
楽
を
構
成
し
て
い
る
。「
人
格
」
は
、
ペ
ル
ソ
ー
ナ
（
原

意
は
演
劇
の
仮
面
）
す
な
わ
ち
言
葉
の
や
り
と
り
の
な
か
で
自
分
の

役
割
を
果
た
す
責
任
主
体
と
し
て
、
個
で
は
な
く
極
で
あ
る
。
自
由

で
あ
り
つ
つ
言
葉
を
用
い
る
自
分
は
、
言
葉
を
受
け
取
り
・
応
答
す

る
他
人
格
な
し
に
は
、
み
ず
か
ら
も
人
格
と
し
て
存
立
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
統
合
体
の
特
質
と
し
て
は
「
は
た
ら
き
の
場
」
の
存
在

が
あ
る
。
弦
楽
四
重
奏
の
場
合
、「
は
た
ら
き
の
場
」
は
「
音
を
統

合
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
、
人
の
こ
こ
ろ
」
で
あ
る
。
教
会
の
場
合

は
「
超
越
的
内
在
者
・
キ
リ
ス
ト
」
が
そ
れ
に
当
た
る
。
信
徒
は
「
キ
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る
「
ま
と
ま
り
、
統
合
体
」
が
で
き
る
。
こ
の
形
成
作
用
を
統
合
作

用
と
い
う
。
さ
て
統
合
体
の
例
は
、
原
子
、
太
陽
系
、（
地
球
上
の
）

生
体
、
人
格
（
こ
こ
ろ
の
表
現
と
し
て
の
音
楽
、
詩
、
絵
画
等
を
生

む
）、
人
格
共
同
体
（「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」
と
し
て
の
人
類
的
共

同
体
。
こ
れ
は
将
来
に
期
待
さ
れ
る
）、
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

客
観
的
に
認
知
で
き
る
構
造
体
で
あ
る
。
他
方
、
人
格
に
は
統
合
体

形
成
へ
の
願
い
が
あ
る
。
き
よ
ら
か
な
・
優
し
い
こ
こ
ろ
、
平
和
へ

の
願
い
、
損
得
に
か
か
わ
ら
な
い
真
実
の
探
求
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
統
合
体
形
成
作
用
の
自
覚
面
で
あ
る
。
統
合
体
形
成
作
用
は
客
観

的
で
あ
り
つ
つ
、
主
体
的
に
も
自
覚
さ
れ
る
、
確
認
可
能
な
は
た
ら

き
合
い
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
世
界
に
は
統
合
体
形
成
の
場
が
あ
る

こ
と
、
そ
れ
は
「
極
」
の
な
か
で
、
き
よ
ら
か
な
こ
こ
ろ
等
と
し
て
、

は
た
ら
く
こ
と
が
客
観
的
・
主
体
的
に
認
め
ら
れ
る
。
新
約
聖
書
は

世
界
に
は
た
ら
く
統
合
作
用
を
「
ロ
ゴ
ス
」
と
、
人
格
の
な
か
で
は

た
ら
く
統
合
作
用
を
（
霊
な
る
）「
キ
リ
ス
ト
」
と
呼
ん
だ
。「
キ
リ

ス
ト
」
は
人
格
統
合
体
形
成
に
向
か
う
は
た
ら
き
（
人
格
内
で
は
統

合
体
形
成
へ
の
願
い
と
し
て
現
れ
る
）
で
あ
り
、
新
約
聖
書
は
そ
の

れ
ば
な
ら
な
い
（
田
辺
元
の
「
個
と
種
と
類
の
相
互
媒
介
」
に
対
応
。

た
だ
し
統
合
論
で
は
国
家
は
類
で
は
な
く
種
で
あ
り
、
人
類
共
同
体

と
し
て
の
教
会
が
類
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
場
』
と
い
う
超
越
が
語
ら

れ
る
）。
具
体
的
に
は
、「
律
法
」（
行
為
規
範
）
は
元
来
は
統
合
体

に
お
け
る
秩
序
の
要
素
で
あ
る
。
他
方
、
極
は
場
の
は
た
ら
き
（
こ

れ
は
本
来
、
律
法
の
根
源
で
あ
る
）
を
た
と
え
ば
愛
と
し
て
現
実
化

す
る
も
の
だ
が
、
人
は
根
源
を
見
失
っ
て
、
律
法
の
文
字
を
順
守
す

る「
単
な
る
自
我
」（
個
）に
変
質
す
る
こ
と
が
多
い
。こ
の
場
合
、「
個
」

は
律
法
主
義
か
ら
自
由
に
な
り
、
行
為
の
根
源
に
帰
っ
て
そ
の
表
現

と
な
る
必
要
が
あ
る（
回
心-

教
会
形
成
）。
な
お
私
は
パ
ウ
ロ
的「
う

ち
な
る
キ
リ
ス
ト
」
を
、
そ
れ
が
ま
さ
に
自
分
で
あ
る
か
ら
し
て
、

自
我
と
区
別
し
て
「
自
己
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
。
身
体
の
な

か
に
「
自
己
」
が
現
れ
た
場
合
、人
は
「
単
な
る
自
我
」
は
な
く
「
自

己
・
自
我
」
と
な
る
。

統
合
体

は
た
ら
き
の
場
の
な
か
で
個
が
極
と
な
り
、
極
の
あ
い
だ
に
（
フ

ロ
ン
ト
構
造
を
作
る
）
相
互
作
用
が
営
ま
れ
て
他
か
ら
区
別
さ
れ
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で
あ
る
。
情
報
の
特
質
と
し
て
「
一
意
性
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
意

的
で
な
い
情
報
は
情
報
と
し
て
機
能
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一
意
的
言
語
に
は
問
題
が
あ
る
。
一
意
性
は
「
Ａ
は
Ａ

で
あ
っ
て
、
非
Ａ
で
な
い
。
ま
た
Ａ
で
も
非
Ａ
で
も
な
い
も
の
は
存

在
し
な
い
」
と
い
う
、
伝
統
的
論
理
学
の
原
則
に
合
致
す
る
語
ま
た

文
の
性
質
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
一
意
性
に
は

条
件
が
あ
る
。
そ
れ
は
上
記
の
三
原
則
が
「
同
時
か
つ
同
一
観
点
の

も
と
に
」
成
り
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
時
間
が
異
な
れ
ば
Ａ
は
Ｂ
に
な

り
、
観
点
が
違
え
ば
同
じ
も
の
も
違
っ
た
形
に
見
え
る
。
ゲ
ー
デ
ル

の
「
無
矛
盾
の
体
系
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
定
理
は
有
名
だ
が
、

上
記
の
条
件
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
情
報

は
一
意
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
厳
密
に
一
意
性
を
求
め

る
と
、
そ
れ
は
上
記
の
条
件
が
妥
当
す
る
ご
く
狭
い
範
囲
で
し
か
成

り
立
た
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
意
性
的
言
語
は
、

現
実
の
一
部
一
面
し
か
言
い
当
て
ら
れ
な
い
の
に
、
一
意
的
言
語
を

用
い
る
人
間
は
、
そ
の
一
部
一
面
が
事
柄
の
全
面
だ
と
勘
違
い
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
ま
ず
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
意

完
成
を
「
世
の
終
末
」・「
神
の
国
」
の
到
来
に
望
ん
だ
。

世
界
を
容
れ
る
「
統
合
作
用
の
場
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
素
粒
子
の

相
互
作
用
の
場
か
ら
、
生
命
作
用
の
場
を
経
て
、「
人
格
」
共
同
体

形
成
の
場
に
い
た
る
、
重
層
的
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

が
す
べ
て
で
は
な
い
。
そ
の
い
は
ば
奥
に
究
極
的
場
が
あ
り
、
新
約

聖
書
は
そ
れ
を
「
神
」
と
呼
ん
だ
。「
神
」
と
い
わ
れ
る
場
の
な
か

に
は
、
す
べ
て
が
可
能
で
あ
る
。
カ
オ
ス
が
あ
り
不
条
理
が
あ
り
、

地
球
上
に
は
自
然
的
災
害
、
病
気
、
戦
争
、
苦
悩
、
死
等
々
が
あ
る
。

何
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
究
極
の
場
の
な
か
に
、
重
層
的
に
統

合
体
形
成
の
場
と
は
た
ら
き
が
あ
る
。だ
か
ら
生
が
あ
り
死
が
あ
る
。

不
条
理
が
あ
り
条
理
が
あ
る
。
我
々
は
あ
り
う
る
一
切
を
受
容
し
つ

つ
、
し
か
も
統
合
形
成
を
選
択
し
、
こ
の
方
向
に
行
為
す
る
。　

統
合
を
不
可
能
に
す
る
も
の
―
―
言
語
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム

人
間
生
活
に
は
罪
が
あ
り
煩
悩
が
あ
る
。
主
要
な
原
因
の
ひ
と
つ

と
し
て
、「
言
語
、
特
に
一
意
的
言
語
を
用
い
る
自
我
」
を
挙
げ
て

お
く
。
現
代
は
情
報
化
の
時
代
で
あ
る
。
情
報
と
は
、「
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」、「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
答
え
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こ
で
の
選
択
に
有
用
な
の
だ
が
、
一
般
に
他
者
の
利
用
と
支
配
の
た

め
に
有
効
な
の
で
あ
る
。
近
代
は
科
学
を
技
術
に
応
用
し
て
軍
事
・

経
済
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
と
い
う
仕
方
で
未
曾
有
の
繁
栄
を
築
い

た
。
こ
の
際
用
い
ら
れ
た
の
が
上
記
の
一
意
的
情
報
で
あ
る
。
逆
に

い
え
ば
、
一
意
的
言
語
の
み
を
使
っ
て
い
る
と
、
存
在
者
は
個
で
は

な
く
「
極
」
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
実
際
、
人
間
が

作
り
出
す
道
具
、規
範
、理
論
な
ど
は
一
意
的
で
、「
極
」
性
が
な
い
。

自
分
は
自
分
自
身
に
よ
っ
て
自
分
で
あ
る
」
と
い
う
一
意
的
自
分
理

解
は
、「
自
分
は
他
者
に
よ
っ
て
自
分
で
あ
る
」
と
い
う
明
白
な
事

実
を
隠
す
の
で
あ
る
。
当
然
「
統
合
体
」
も
理
解
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
。こ
れ
は
む
ろ
ん
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
成
り
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
上
述
の
一
意
的
言
語
は
仏
教
が
「
分
別
知
」
と
し
て
悟
り
の
知

恵
の
反
対
に
置
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

言
語
使
用
の
問
題
性

以
上
は
一
意
的
言
語
（
情
報
）
を
用
い
る
人
間
の
問
題
性
だ
が
、

言
語
自
身
の
問
題
性
も
あ
る
。
言
語
は
そ
の
機
能
か
ら
し
て
記
述
言

語
、
表
現
言
語
、
動
能
言
語
の
三
者
に
大
別
さ
れ
る
。
記
述
言
語
は

性
は
、
一
意
的
言
語
が
通
用
す
る
領
域
を
狭
く
限
定
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
現
実
を
限
り
な
く
分
断
、
細
分
化
し
て
自
分
の
領
域
を
設

定
す
る
。
こ
う
し
て
現
実
の
「
一
」（「
神
」）
は
見
失
わ
れ
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
情
報
の
処
理
に
際
し
て
は
、
同
じ
く
一
意
的
な

枠
組
み
、
す
な
わ
ち
時
間
と
空
間
、
個
と
普
遍
（
集
合
、
法
則
）、

原
因
と
結
果
、
手
段
と
目
的
、
有
と
無
、
数
と
量
、
価
値
と
無
価
値
、

善
と
悪
、
支
配
と
服
従
・
・
・
と
い
う
よ
う
な
枠
組
み
が
用
い
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
枠
組
み
の
う
ち
論
理
的
数
学
的
な
も
の
は
、
客
観
的

現
実
で
は
な
く
、
人
間
の
知
性
に
固
有
な
秩
序
づ
け
、
情
報
処
理
の

道
具
で
あ
る
こ
と
は
、
悟
性
概
念
形
成
の
た
め
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し

て
カ
ン
ト
が
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
一
意
的
言
語
の
使

用
は
、
現
実
を
主
観
と
客
観
、
個
と
普
遍
、
原
因
と
結
果
、
手
段
と

目
的
、
価
値
の
上
下
、
支
配
と
服
従
、
と
い
う
よ
う
に
分
け
、
一
意

的
に
系
列
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
上
記
の
「
統
合
」
と
い
う
枠
組
は

見
失
わ
れ
、
一
意
的
に
系
列
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
統
合
」
へ

と
志
向
す
る
現
実
元
来
の
構
造
は
破
壊
さ
れ
る
。

上
記
の
一
意
的
枠
組
み
が
何
の
役
に
立
つ
か
と
い
え
ば
、
今
・
こ
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現
れ
る
。
我
々
が
現
実
と
称
し
て
い
る
い
も
の
は
実
は
言
語
化
・
通

念
化
さ
れ
た
現
実
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
社
会
的
に
は
、
語
ら
れ
イ
メ

ー
ジ
化
さ
れ
た
現
実
が
現
実
そ
の
も
の
と
し
て
通
用
す
る
わ
け
だ
。

通
念
は
、
一
意
的
言
語
の
性
質
ど
う
り
、
正
し
く
て
も
部
分
的
・
一

面
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
代
表
す
る
現
実
の
全
体
性
を
現
す
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
覆
い
隠
す
の
で
あ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
れ
に
気
付
い
て

通
念
（
ド
ク
サ
）
を
排
し
て
一
意
的
で
論
理
的
に
検
証
さ
れ
た
知
識

を
求
め
た
が
、
こ
れ
は
概
念
世
界
を
真
実
と
す
る
プ
ラ
ト
ン
主
義
に

発
展
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
「
思
考
と
存
在
は
同
一
で
あ
る
」（
パ

ル
メ
ニ
デ
ス
）
と
い
う
理
性
主
義
に
基
づ
き
、
経
験
の
彼
岸
に
「
真

実
」
の
世
界
を
仮
構
し
て
、
結
局
は
経
験
主
義
に
敗
北
す
る
こ
と
と

な
る
。
私
に
と
っ
て
の
主-

客
直
接
経
験
の
意
味
は
、
第
一
に
「
思

考
と
存
在
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
観
念
論
的
思
考
と
の
決
別
で
あ

っ
た
。
要
す
る
に
言
語
の
使
用
は
「
言
語
化
以
前
の
現
実
」
の
喪
失

に
陥
る
の
で
あ
る
。
言
語
化
以
前
の
現
前
を
求
め
る
「
直
接
経
験
」

が
宗
教
に
と
っ
て
根
幹
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

表
現
言
語
に
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
宗
教
言
語
は
表
現
言
語
で

客
観
的
事
実
を
述
べ
る
も
の
で
、そ
の
代
表
は
科
学
の
言
語
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
検
証
さ
れ
た
認
識
は
真
、
反
証
さ
れ
た
認
識
は
偽
、
検
証
・

反
証
不
可
能
な
主
張
は
無
意
味
と
さ
れ
る
。
表
現
言
語
は
目
に
み
え

な
い
こ
こ
ろ
の
事
柄
を
、
イ
メ
ー
ジ
や
比
喩
な
ど
を
使
っ
て
表
現
・

伝
達
す
る
言
語
で
、
文
学
の
言
語
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
表

現
言
語
に
接
す
る
人
が
自
分
の
経
験
に
思
い
当
た
っ
て
了
解
す
る
と

い
う
性
質
の
も
の
で
、
客
観
的
な
真
偽
は
問
題
外
で
あ
る
。
し
か
し

理
解
不
能
な
表
現
は
無
意
味
と
な
る
。
動
能
言
語
は
、
他
者
を
特
定

の
方
向
に
動
か
す
た
め
の
言
語
で
、
命
令
、
脅
迫
、
誘
惑
、
ま
た
法

や
道
徳
な
ど
社
会
的
規
範
、
宣
言
、
合
意
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。

遂
行
不
可
能
あ
る
い
は
内
容
不
明
な
動
能
言
語
は
無
意
味
で
あ
る
。

直
接
経
験
の
必
要
性

さ
て
こ
れ
ら
の
言
語
使
用
に
お
け
る
問
題
性
は
ど
こ
に
あ
る
か
と

い
え
ば
、
一
般
に
言
語
は
事
柄
を
代
表
・
代
替
す
る
も
の
で
、
目
の

前
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
言

語
の
大
き
な
利
点
だ
が
、
他
方
、
言
語
世
界
が
現
実
に
と
っ
て
代
わ

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
通
念
の
場
合
も
っ
と
も
典
型
的
に
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瞭
で
あ
る
。

動
能
言
語
の
問
題
性
は
新
約
聖
書
で
は
律
法
主
義
と
し
て
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。「
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
応
え

る
「
こ
う
せ
よ
」
と
い
う
一
意
的
情
報
が
教
団
で
通
念
化
さ
れ
る
と

き
、
人
は
情
報
言
語
に
支
配
さ
れ
て
、
そ
の
言
葉
通
り
を
実
行
す
る

こ
と
に
専
念
し
て
、
言
語
の
根
源
を
忘
却
す
る
に
い
た
る
。
パ
リ

サ
イ
人
の
律
法
主
義
と
は
、「
神
か
ら
出
る
」
愛
を
忘
却
し
た
ま
ま
、

律
法
的
行
為
の
形
を
追
い
求
め
る
非
宗
教
性
で
あ
っ
た
。
教
義
を
定

め
て
、
そ
の
拠
っ
て
立
つ
所
以
を
離
れ
、
他
律
的
「
信
仰
」
を
重
視

す
る
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

「
単
な
る
自
我
」
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム

「
自
己
」
を
見
失
い
、
他
者
か
ら
の
情
報
に
た
よ
っ
て
行
動
を
選

択
す
る
自
我
を
、
私
は
「
単
な
る
自
我
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
れ
は

通
念
を
現
実
そ
の
も
の
と
思
い
込
み
、
通
念
的
規
範
に
従
う
自
我
で

あ
る
。
た
だ
し
「
単
な
る
自
我
」
は
、
全
く
他
律
的
に
行
動
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
一
般
に
単
な
る
自
我
は
、根
底
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、

不
安
な
の
で
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
自
分
を
強
化
し
維
持
し
よ
う
と
し
て
、

あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、「
神
」
を
客
観
的
に
観
察
し
て
記
述
し

た
人
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
は
、
超
人
間
的
・
超
自
然
的
な
力

に
満
ち
、
人
間
と
自
然
を
支
配
す
る
と
思
わ
れ
る
、
尊
く
も
恐
ろ
し

出
来
事
を「
そ
こ
で
神
が
は
た
ら
く
」と
言
い
表
し
た
。
つ
ま
り「
神
」

と
は
検
証
可
能
な
客
観
的
事
実
の
記
述
で
は
な
く
、
畏
れ
を
抱
く
人

間
の
内
的
経
験
の
表
現
言
語
で
あ
る
。
一
般
に
経
験
に
つ
い
て
、
経

験
の
対
象
を
描
く
と
記
述
言
語
と
な
り
、
経
験
の
様
態
を
語
る
と
表

現
言
語
に
な
る
。
宗
教
言
語
は
こ
の
意
味
で
も
も
と
も
と
表
現
言
語

な
の
で
あ
る
。
さ
て
人
は
目
に
見
え
な
い
内
的
経
験
を
伝
え
る
た
め

に
、比
喩
や
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
、物
語
を
創
造
す
る（
神
話
）。「
神
」

は
対
象
化
さ
れ
、
祭
祀
の
対
象
と
な
る
。
元
来
は
個
人
的
で
あ
る
表

現
言
語
が
教
団
の
な
か
で
通
念
化
さ
れ
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
や
物
語
が

客
観
化
さ
れ
て
、
そ
れ
が
真
実
（
実
在
）
と
し
て
語
ら
れ
通
用
す
る

こ
と
に
な
る
。
表
現
言
語
が
記
述
言
語
と
誤
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
神
話
」
が
客
観
的
現
実
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る

の
つ
れ
て
、
記
述
言
語
化
さ
れ
た
「
宗
教
」
は
信
用
を
失
う
こ
と
に

な
る
。
ロ
ー
マ
の
国
教
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
は
こ
の
傾
向
が
明
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で
は
な
い
、
私
の
な
か
で
キ
リ
ス
ト
が
生
き
て
い
る
（
統
合
作
用
が

意
識
に
現
れ
て
、
そ
れ
が
自
己
に
な
っ
た
こ
と
）」
と
語
る
の
で
あ

る
（
ガ
ラ
テ
ア
二
・
一
九
～
二
〇
）。
パ
ウ
ロ
は
律
法
主
義
的
パ
リ
サ

イ
人
（「
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
」
行
為
規
範
、
つ
ま
り
情
報
に

拠
っ
て
行
動
す
る
自
我
）
で
あ
っ
た
当
時
の
自
分
を
顧
み
て
、「
私

の
（
肢
体
）
の
な
か
で
罪
が
生
き
て
、
私
を
支
配
し
た
」
と
語
る
の

で
あ
る
。「
私
」
は
律
法
を
順
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
生
き
よ
う
」

と
し
て
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
す
る
が
、
実
は
そ
の
努
力
は
も
っ

ぱ
ら
自
分
で
自
分
の
義
を
立
て
、
神
と
人
に
認
め
ら
れ
て
安
全
と
名

誉
を
得
よ
う
と
す
る
、「
エ
ゴ
イ
ス
ト
」
の
努
力
で
あ
っ
た
。
そ
の

努
力
は
彼
を
自
由
な
生
に
導
か
ず
、
か
え
っ
て
エ
ゴ
イ
ズ
ム
と
い
う

罪
の
力
の
虜
に
し
て
、「
死
」
へ
と
追
い
や
っ
た
。
彼
は
「
キ
リ
ス

ト
」
を
知
ら
ぬ
ま
ま
律
法
的
完
全
を
求
め
て
、「
単
な
る
自
我
」
と

な
り
、
自
我
の
強
化
（
自
我
に
よ
る
自
分
支
配
）
を
計
っ
て
、
そ
れ

ゆ
え
も
っ
ぱ
ら
自
分
だ
け
の
た
め
に
配
慮
し
て
、
他
者
に
対
し
て
は

嫉
妬
や
悪
念
を
抱
く
「
単
な
る
自
我
」
と
な
っ
て
苦
し
ん
だ
の
で
あ

る
。
要
す
る
に
「
単
な
る
自
我
」
は
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
な
り
、
自
我
を

自
分
に
好
ま
し
い
目
的
を
設
定
し
、
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
自
身
と

勘
違
い
し
て
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
葛
藤
に
陥
る
。
そ
れ
は

イ
エ
ス
が
「
思
い
煩
い
」
と
呼
ん
だ
、
自
分
自
身
の
た
め
の
「
配
慮

の
生
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
財
産
を
、
地
位
を
、
権
力
を
求
め
、
快
楽

を
追
求
す
る
。
自
分
を
中
心
に
し
て
現
実
を
自
分
に
都
合
の
よ
い
よ

う
に
作
り
変
え
よ
う
と
す
る
。
あ
る
い
は
強
者
に
頼
り
、
保
身
を
計

る
。
虚
栄
を
張
り
幻
想
に
溺
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
て
単
な
る

自
我
は
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
な
り
、
自
覚
的
・
無
自
覚
的
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

に
陥
る
（
下
記
）。

一
般
に
は
、
あ
ま
り
に
も
反
社
会
的
と
は
な
ら
ず
に
い
る
単
な
る

自
我
が
、「
正
常
な
る
自
我
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
本
当
は
、

正
常
な
る
自
我
と
は
「
自
己
・
自
我
」
の
自
我
で
あ
る
。「
自
己
」

が
自
我
の
意
識
に
あ
ら
わ
れ
て
自
我
を
方
向
づ
け
る
よ
う
な
自
我
で

あ
る
。
一
般
に
心
的
諸
力
・
諸
能
力
は
、
意
識
に
現
れ
て
は
じ
め
て

自
我
を
動
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
消
息
を
パ
ウ
ロ
は
以
下
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。「
私
の
な
か
に
神
の
子
、
キ
リ
ス
ト
が
現
れ
た
」
と

き
以
来
、パ
ウ
ロ
は
「
も
は
や
生
き
て
い
る
の
は
私
（
単
な
る
自
我
）
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三
、
実
践　

直
接
経
験
、
省
察
・
信
・
瞑
想

省
察
と
信

「
自
己
」
に
目
覚
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
第
一

に
必
要
な
の
は
、
通
念
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
真
実
の
探
求
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
一
意
的
言
語
で
言
い
表
さ
れ
た
知
識
や
イ
メ
ー
ジ
が
現
実

そ
の
も
の
と
し
て
通
用
し
て
い
る
基
本
的
誤
謬
に
気
付
く
こ
と
、
一

意
的
行
動
規
範
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
現
実
の
一
面
だ
け
を
絶
対
化

し
葛
藤
を
招
く
だ
け
で
は
な
く
、
行
動
本
来
の
動
機
そ
の
も
の
を
覆

い
隠
し
て
人
格
を
「
単
な
る
自
我
」
に
変
え
る
こ
と
を
洞
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
新
約
聖
書
で
い
う
律
法
主
義
、
仏
教
で
い
う
分
別
知
の

克
服
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
言
語
と
自
我
に
か

か
わ
る
「
省
察
」
が
必
要
で
あ
る
。

直
接
経
験

し
か
し
省
察
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
言
語
化
さ
れ
た
現
実
が

現
実
そ
の
も
の
と
は
別
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
た
め
に
は
「
直
接

経
験
」
に
い
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
は
一
意
的
な
「
ど
う
な

立
て
る
努
力
に
失
敗
し
て
、
自
覚
的
・
無
自
覚
的
な
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に

陥
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
宗
教
が
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
を

求
め
た
あ
り
方
、
罪
と
煩
悩
に
支
配
さ
れ
る
生
き
方
に
ほ
か
か
な
ら

な
い
。
さ
て
「
単
な
る
自
我
」
と
は
、
情
報
、
つ
ま
り
一
意
的
言
語

の
世
界
の
な
か
で
「
自
己
」
を
見
失
っ
て
、「
私
は
私
に
よ
っ
て
私
だ
」

と
称
す
る
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
そ
こ
か
ら
の
脱
却

は
、
上
記
の
結
合
、
つ
ま
り
「
一
意
的
に
言
語
化
さ
れ
た
世
界
の
な

か
で
、
言
語
情
報
に
頼
り
な
が
ら
、
他
方
で
は
自
分
自
身
に
よ
っ
て

自
分
自
身
で
あ
ろ
う
と
努
め
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
か
ら
自
由
に
な
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

関
連
拙
著

『
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
と
実
存
』、新
教
出
版
社
、一
九
六
七
年
。（
統
合
論
初
出
）

『
自
我
の
虚
構
と
宗
教
』、
春
秋
社
、
一
九
八
〇
年
。

『
宗
教
と
言
語
・
宗
教
の
言
語
』、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
九
五
年
。

『
場
所
論
と
し
て
の
宗
教
哲
学
』、
法
藏
館
、
二
〇
〇
六
年
。

な
お
、
統
合
論
の
叙
述
と
し
て
は
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
、『
創

造
的
空
へ
の
道
』
第
二
章
で
あ
る
。
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な
の
が
分
か
っ
て
く
る
。
重
要
な
の
は
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い
現
実

は
言
語
化
さ
れ
た
現
実
と
は
別
物
で
あ
り
、
内
容
に
お
い
て
も
深
み

に
お
い
て
も
無
限
で
あ
る
こ
と
が
直
観
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
情
報
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
情
報
に
よ
っ
て
生
き
る
自
我
は
、
自
我
に
よ
っ
て
自
分
の
身
体

を
支
配
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
は
も
と
も
と
不
可
能
な
の
で
、
自

我
と
身
体
が
分
裂
し
て
身
体
は
肉
体
と
な
り
、「
単
な
る
自
我
」
と

な
っ
た
自
我
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な
る
。社
会
的
規
範
に
つ
い
て
も
、

自
我
は
規
範
の
順
守
そ
の
も
の
に
志
向
し
て
、
他
者
へ
の
意
味
を
忘

却
す
る
。
の
み
な
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
自
我
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
エ
ゴ
イ
ス
ト
と
な
っ
て
、
社
会
的
規
範
自
体
を
無
視
す
る
よ

う
に
な
る
。
要
す
る
に
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
よ
う
に
は
た
ら
く
、

身
体
／
人
格
に
固
有
の
社
会
構
成
的
動
機
は
、
統
合
作
用
で
あ
る
。

こ
れ
は
対
人
関
係
に
お
い
て
は
「
愛
」
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
意
識
に

は
昇
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
人
格
内
に
葛
藤
が
起
こ
る
が
、
そ
の

所
以
を
知
る
た
め
に
は
や
は
り
省
察
が
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
自
我
を
し
か
る
べ
く
は
た
ら
か
せ
る「
自
己
」

っ
て
い
る
か
」
情
報
の
絶
対
化
の
解
消
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
「
主

-
客
」
直
接
経
験
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
語
化
（
一
意
的
概
念
化
お
よ

び
因
果
関
係
等
に
よ
る
、
現
実
の
言
語
化
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
化
、
一

意
的
系
列
化
）
以
前
の
現
実
が
現
前
す
る
出
来
事
で
、
そ
の
中
心
は

主
客
の
分
裂
・
対
立
の
解
消
で
あ
る
。
言
語
化
さ
れ
た
現
実
は
、
フ

ロ
ン
ト
構
造
を
な
す
現
実
の
実
際
と
は
ま
る
で
で
別
物
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
認
識
の
根
本
に
は
感
覚
が
あ

り
、
感
覚
と
は
対
象
の
感
覚
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
意
識
内
在
の

事
柄
で
も
あ
り
、
元
来
は
主
客
未
分
の
直
観
で
あ
る
。
つ
ま
り
気
が

つ
け
ば
、
感
覚
は
自
分
の
身
体
内
の
出
来
事
で
あ
り
つ
つ
他
者
起
源

だ
と
い
う
認
知
で
あ
る
（
自
他
の
一
）。
こ
れ
は
す
で
に
現
実
の
一

意
性
が
克
服
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
「
極
と
そ
の
相
関
」、
ひ

い
て
は
現
実
の
統
合
性
が
見
え
て
く
る
。
た
と
え
ば
身
体
は
他
者
の

フ
ロ
ン
ト
を
自
分
の
一
部
あ
る
い
は
自
分
の
存
在
条
件
へ
と
変
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
こ
と
、
ま
た
身
体
に
は
部
分
の
「
多
」

を
ひ
と
つ
の
「
ま
と
ま
り
と
し
て
の
身
体
」
に
統
合
す
る
作
用
が
は

た
ら
い
て
い
る
こ
と
、
こ
う
し
て
社
会
も
本
来
統
合
体
で
あ
る
は
ず
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で
あ
る
。
禅
宗
が
「
不
立
文
字
」
と
い
う
と
き
は
、「
文
字
」
は
「
何

で
あ
る
か
」、「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
の
両
方
に
か
か
わ
っ
て
る
。

基
督
教
で
は
後
者
が
優
越
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
両
方
が
消
滅
し

て
、
こ
こ
で
現
れ
た
「
う
ち
な
る
キ
リ
ス
ト
」（
仏
教
徒
は
法
と
か

仏
心
と
い
う
よ
う
に
語
る
）
に
自
我
を
ゆ
だ
ね
る
（
こ
こ
で
我
執
が

滅
び
る
）
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
省
察
と
信
（
我
執
を
す
て
て
統
合

作
用
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
信
）
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
な
お
私

は
「
我
・
汝
」
直
接
経
験
を
別
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

統
合
関
係
に
お
け
る
「
極
と
対
極
」
関
係
に
当
た
る
の
で
、
こ
こ
で

は
特
に
一
項
目
で
扱
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
一
言
す
れ
ば
、
こ
れ

は
「『
汝
」
を
社
会
的
地
位
や
役
割
、
経
歴
や
能
力
に
解
消
す
る
こ

と
な
く
、「
汝
」
の
う
ち
に
「
神
の
は
た
ら
き
」
を
見
る
経
験
で
あ
る
。

法
的
な
「
人
格
の
尊
厳
」、「
基
本
的
人
権
」
は
こ
こ
で
基
礎
づ
け
ら

れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
我-

汝
関
係
は
そ
こ
で
「
場
」
の
は
た
ら

き
が
あ
ら
わ
と
な
る
「
場
所
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

瞑
想省

察
と
信
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
的
に
は
瞑
想
が
求
め
ら
れ
る
。

（
人
間
の
本
性
）
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
根
底
に
あ
っ
て
現
実
界
と
身

体
に
お
よ
ぶ「
神
の
は
た
ら
き
」へ
の「
信
」が
必
要
で
あ
る
。「
旧
い
」

自
分
に
死
ぬ
た
め
に
は
「
神
の
側が

わ

か
ら
生
き
る
」
生
が
あ
る
こ
と
を

「
信
じ
て
」、
単
な
る
自
我
と
し
て
自
分
で
自
分
を
立
て
る
生
き
方
、

つ
ま
り
は
情
報
（
何
で
あ
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
）
と
い
う
文
字
・

言
語
に
よ
る
規
範
へ
の
依
存
を
全
面
的
に
放
棄
す
る
こ
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
生
き
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
旧
い
自
我
に
死
ぬ
こ
と
、
つ
ま

り「
神（
仏
）か
ら
の
は
た
ら
き
」が
あ
る
こ
と
を「
信
じ
て
」、「
神（
仏
）

の
も
と
へ
」
い
わ
ば
身
投
げ
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
人
格
と
し
て
生
き
る
と
は
、
単
な
る
自
我
が
情
報
（
文
字
）
に

よ
っ
て
生
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
覚
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
人

間
本
性
（
自
己
）
の
は
た
ら
き
に
基
づ
い
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
て
「
人
間
本
性
」
の
自
覚
を
、「
自
己
」
の
自
覚
、

あ
る
い
は
情
報
に
よ
る
間
接
性
を
排
除
し
た
、
身
体
の
直
接
性
の
自

覚
、
あ
る
い
は
「
自
己
」
の
直
接
経
験
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
単
な
る
自

我
の「
情
報
依
存
」か
ら
に
自
由
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、パ
ウ
ロ
が「
律

法
の
文
字
か
ら
の
解
放
」
と
い
っ
た
事
柄
を
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
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面
的
多
層
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
統
合
作
用
に
は
真
実
を
求
め
る
面
が

あ
る
が
、
実
は
こ
の
面
こ
そ
が
言
語
世
界
の
仮
装
を
排
し
て
直
接
経

験
に
導
く
と
い
え
る
。
さ
ら
に
以
下
の
諸
面
が
あ
る
。
統
合
心
は「
き

よ
ら
か
な
や
さ
し
い
」
こ
こ
ろ
だ
が
、
瞑
想
の
な
か
で
「
き
よ
ら
か

な
」
こ
こ
ろ
を
掘
り
下
げ
る
と
静
寂
が
あ
る
。
き
よ
ら
か
な
こ
こ
ろ

は
も
と
も
と
光
を
通
す
透
明
な
も
の
で
、
喧
騒
に
導
く
雑
物
が
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
静
寂
の
さ
ら
に
奥
に
「
無
心
」
が
あ
る
。
む
し

ろ
静
寂
は
無
心
の
一
部
だ
と
い
え
る
。
つ
ま
り
自
分
の
た
め
に
求
め

る
こ
と
の
な
い
無
心
で
あ
る
。
こ
れ
は
煩
悩
の
火
が
消
え
た
寂
滅
を

説
く
仏
教
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。
無
心
の
底
に
は
創
造

的
空
が
あ
る
。
無
心
と
は
こ
こ
ろ
に
何
も
「
無
い
」
こ
と
で
、
そ
の

と
き
「
場
」
と
し
て
の
心
自
身
が
「
空
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
。
こ
の
空
は
虚
無
で
は
な
い
。
創
造
的
自
由
に
い
た
ら
し
め
る

創
造
性
で
あ
る

「
や
さ
し
い
こ
こ
ろ
」あ
る
い
は「
平
和
へ
の
願
い
」の
奥
に
は「
赦

し
」
が
あ
る
。
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
「
赦
し
」
合
う
こ
と
が

ど
う
し
て
も
必
要
だ
。
基
督
教
の
中
心
は
「
愛
」
で
あ
る
と
い
う
が
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
瞑
想
を
「
徳
を
積
む
た
め
の
業
（
単
な
る
自
我

の
人
為
）」
と
し
て
排
し
た
が
、
実
際
、
瞑
想
に
は
「
単
な
る
自
我
」

自
身
に
よ
る
「
単
な
る
自
我
の
一
時
的
活
動
停
止
」
に
な
っ
て
し
ま

う
危
険
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
律
法
順
守
が
人
間
の
本
来
性
に
い
た
ら

せ
な
い
の
と
同
様
、「
単
な
る
自
我
の
一
時
的
身
体
支
配
」
に
終
わ

っ
て
「
本
来
性
の
覚
」
に
い
た
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
排
除
す

る
こ
と
に
す
ら
な
る
。
し
か
し
実
は
「
瞑
想
」（
坐
禅
）
は
「
単
な

る
自
我
」
の
強
化
で
は
な
い
。
逆
に
本
来
は
「
単
な
る
自
我
」
の
滅

却
に
い
た
る
実
践
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
人
為
」
で
は

な
く
「
自
然
」
を
体
認
さ
せ
る
こ
と
な
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
身
体

か
ら
独
立
し
て
身
体
を
支
配
し
よ
う
と
試
み
、
か
え
っ
て
身
体
／
人

格
の
分
裂
を
招
い
て
い
た
自
我
が
滅
び
、
自
我
が
身
体
の
一
機
能
に

復
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
の
全
体
性
が
回
復
さ
れ
る
と
き
、
身

体
の
全
体
性
つ
ま
り
統
合
作
用
の
自
覚
が
現
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な

お
瞑
想
中
に
目
を
閉
じ
る
と
自
己
・
自
我
直
接
経
験
が
、
半
眼
を
開

け
る
と
主
・
客
直
接
経
験
が
、
前
面
に
出
る
傾
向
が
あ
る
。　

私
の

了
解
に
よ
れ
ば
、
瞑
想
は
多
面
的
多
層
的
で
あ
る
。
統
合
作
用
が
多
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者
が
客
観
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
省
察
と
瞑
想
に
支
え

ら
れ
て
、
前
者
か
ら
類
比
的
に
、
い
は
ば
望
見
さ
れ
る
。「
信-

知
」

さ
れ
る
。
と
い
っ
て
も
よ
い
。
前
者
と
後
者
は
類
比
的
に
対
応
し
、

そ
の
関
係
は
作
用
的
一
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト
二　

祈
り
と
瞑
想

統
合
心
の
う
ち
、
統
合
体
の
成
就
す
な
わ
ち
出
来
事
に
向
か
う
統

合
心
に
は
「
祈
り
」
が
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
場
合
「
神
」
に
つ
い
て

「
人
格
神
」
の
比
喩
が
現
れ
る
。
歴
史
（
出
来
事
）
が
主
題
と
な
る

と
き
、
そ
の
い
は
ば
奥
に
あ
る
「
神
」
は
人
格
神
と
し
て
表
象
さ
れ

「
祈
り
」の
対
象
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
統
合「
心
」の
深
ま
り（
自

覚
）
は
瞑
想
に
よ
る
。
瞑
想
が
成
り
立
つ
地
平
は
「
場
所
論
的
」
で

あ
り
、「
神
」
は
場
の
比
喩
で
語
ら
れ
る
。

付
論　

統
合
形
成
作
用
と
神

パ
ウ
ロ
も
ヨ
ハ
ネ
も「
統
合
」中
心
の
立
場（
キ
リ
ス
ト
中
心
主
義
）

で
あ
る
。
イ
エ
ス
に
も
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
イ
エ
ス
に
は
「
統
合

心
」
の
さ
ら
に
奥
に
「
神
」
を
語
る
。
こ
こ
に
は
倫
理
も
終
末
論
も

実
は
「
赦
し
」
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
愛
の
裏
面
は
ゆ
る
し
だ
と
も

い
え
る
。
赦
し
は
、
無
条
件
の
受
容
、
忍
耐
と
寛
容
、
自
分
の
罪
性

の
自
覚
と
思
い
や
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
我
の
一
意
的
正
当
性
の
主

張
を
放
棄
す
る
こ
と
で
、
そ
の
奥
に
は
他
者
か
ら
何
も
求
め
る
こ
と

の
な
い
「
無
心
」
が
あ
り
、さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
、「
愛
」
を
生
む
「
創

造
的
空
」
が
あ
る
。
ま
た
、統
合
心
は
人
為
で
は
な
い
自
然
で
あ
る
。

統
合
心
自
体
か
ら
出
発
し
て
掘
り
下
げ
る
瞑
想
は
い
は
ば
「
自
然
」

を
媒
介
と
し
て
「
お
よ
そ
は
か
ら
う
こ
と
の
な
い
」
無
心
に
い
た
る
。

換
言
す
れ
が
イ
エ
ス
の
い
う「
生
の
た
め
に
配
慮
す
る
こ
と
が
な
い
」

無
心
が
あ
り
、
そ
の
底
に
は
自
我
の
絶
望
の
な
か
で
も
生
へ
の
意
欲

を
成
り
立
た
せ
る
創
造
的
空
が
あ
る
。

な
お
瞑
想
に
つ
い
て
私
の
理
解
は
ま
だ
不
十
分
な
の
で
、
深
化
が

な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

コ
メ
ン
ト
一　

創
造
的
空

心
を
場
と
考
え
る
と
、
そ
の
内
容
が
無
と
な
っ
た
と
き
、
い
は
ば

そ
れ
を
容
れ
る
心
自
身
は
空
で
あ
り
、
創
造
的
空
で
あ
る
。
他
方
、

世
界
と
人
間
を
容
れ
る
場
は
、
そ
れ
自
身
は
創
造
的
空
で
あ
る
。
後
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生
も
死
も
、
善
も
悪
も
、
価
値
も
無
価
値
も
、
す
べ
て
で
あ
る
。
他

方
、
そ
の
究
極
の
場
の
な
か
に
は
重
層
的
に
「
統
合
作
用
」
の
場
が

あ
り
、
絶
妙
の
条
件
に
恵
ま
れ
た
場
所
で
、
い
は
ば
細
い
細
い
線
の

よ
う
に
、
統
合
作
用
の
現
実
化
つ
ま
り
原
子
か
ら
人
格
統
合
体
に
い

た
る
、
統
合
体
の
重
層
が
現
実
化
す
る
。
だ
か
ら
死
に
つ
い
て
い
え

ば
、
神
が
殺
す
の
で
は
な
い
。
し
か
し
生
も
死
も
、
上
記
の
よ
う
に

「
神
」
と
よ
ば
れ
る
究
極
の
場
で
起
こ
る
（
マ
タ
イ
一
〇
・
二
九
）。

多
く
の
訳
に
は
「
神
の
許
し
な
し
に
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
文
に

は
な
い
。
原
文
は
「
神
な
し
に
は
」
一
羽
の
雀
も
地
に
落
ち
る
こ
と

は
な
い
、
で
あ
る
。
神
が
殺
す
の
で
は
な
い
が
、
死
は
神
抜
き
に
起

こ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
）。
そ
し
て
身
体
／
人
格
と
し
て
の
人
間

は
、
二
重
の
場
の
な
か
で
、
す
べ
て
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
容
（
赦
し
）

し
、
死
に
い
た
る
身
と
知
り
つ
つ
、
死
を
受
け
容
れ
な
が
ら
、「
統

合
心
」
に
動
か
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
自
我
は
「
い
ま
・
こ
こ
で
」
統

合
を
選
び
、
そ
れ
を
求
め
て
行
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

な
お
注
記
す
る
と
、
パ
ウ
ロ
神
学
は
「
キ
リ
ス
ト
中
心
的
」
だ

が
、「
万
物
は
神
か
ら
出
、
神
に
よ
っ
て
成
り
、
神
に
帰
す
る
」（
ロ

な
い
。「
神
は
善
人
に
も
悪
人
に
も
、
義
人
に
も
不
義
な
る
人
に
も
、

ひ
と
し
く
陽
を
昇
ら
せ
雨
を
降
ら
せ
る
」（
マ
タ
イ
五
・
四
五
）、「
一

羽
の
雀
と
い
え
ど
も
神
な
し
に
は
地
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
」（
マ

タ
イ
一
〇
・
二
九
）。「
赦
し
に
限
界
は
な
い
」（
マ
タ
イ
一
八
・
一
～

二
二
）。「
わ
が
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
女
を
見
る
男

は
こ
こ
ろ
の
な
か
で
姦
淫
し
た
の
だ
」（
マ
タ
イ
五
・
二
七
～
二
八
）

と
い
う
イ
エ
ス
が
姦
淫
の
現
場
で
捉
え
ら
れ
た
女
に
「
私
も
あ
な
た

を
有
罪
と
し
な
い
」（
ヨ
ハ
ネ
八
・
一
一
）
と
い
う
（
矛
盾
）。
こ
れ

ら
の
言
葉
を
語
る
の
は
「
創
造
的
空
と
い
う
場
」
の
な
か
に
い
る
人
、

す
な
わ
ち
統
合
作
用
（
パ
ウ
ロ
の
い
う
、
う
ち
な
る
キ
リ
ス
ト
）
の

場
の
奥
を
知
る
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
人
間
と
世
界
（
人
間
的
・
物

理
的
空
間
）
を
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
キ
リ
ス
ト
」（
人
間
の
な
か
に

は
た
ら
く
統
合
作
用
）
を
も
「
ロ
ゴ
ス
」（
世
界
に
は
た
ら
く
統
合

作
用
）
を
も
超
え
て
包
む
、
究
極
の
場
で
あ
る
「
神
」
が
語
ら
れ
て

い
る
。「
神
」
と
い
わ
れ
る
場
は
、
そ
れ
自
身
は
空
だ
が
、
そ
の
な

か
に
、い
わ
ゆ
る
宇
宙
の
、ま
た
地
球
の
、生
成
か
ら
消
滅
に
い
た
る
、

す
べ
て
が
あ
り
、
ま
た
生
起
し
う
る
。
有
も
無
も
、
生
成
も
消
滅
も
、
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く
浄
土
教
の
信
と
「
信
仰
の
み
」
の
パ
ウ
ロ
と
が
比
較
さ
れ
る
が
、

実
は
ヨ
ハ
ネ
の
方
が
浄
土
教
に
近
い
。

（
二
）「
統
合
論
」
に
は
大
乗
仏
教
の
縁
起
論
と
の
接
点
が
明
瞭
で

あ
る
。
極
か
ら
成
る
非
実
体
的
統
合
体
と
『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
』、

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
に
よ
る
言
語
の
実
体
化
批
判
と
統
合
論
に
お
け

る
「
思
考
と
存
在
の
同
一
性
」
否
定
、天
台
教
学
に
お
け
る
一
即
多
、

一
念
三
千
は
統
合
体
の
構
造
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
華
厳
教
学
に
お

け
る
四
法
界
説
、
す
な
わ
ち
事
法
界
、
理
法
界
。
理
事
無
礙
法
界
。

事
事
無
礙
法
界
に
つ
い
て
は
、理
を
「
統
合
の
場
」
と
し
、事
を
「
極
」

と
す
る
と
、統
合
論
と
よ
く
一
致
す
る
。
さ
ら
に
禅
宗
に
お
け
る「
不

立
文
字　

直
指
人
心　

見
性
成
仏
」は
イ
エ
ス
の
立
場
に
対
応
す
る
。

統
合
論
と
西
田
哲
学
の
「
場
所
」
の
論
理
は
よ
く
対
応
す
る
。
た

だ
し
、
統
合
の
場
は
西
田
の
「
場
所
」
と
は
違
っ
て
中
心
は
「
統
合

作
用
の
場
」
で
あ
り
、
構
造
は
重
層
的
で
あ
る
。
ま
た
、
統
合
論
で

は
、「
作
用
の
場
」
と
、そ
の
は
た
ら
き
を
現
実
化
す
る
「
場
所
」（
極
）

と
が
、
区
別
さ
れ
る
。
自
覚
に
つ
い
て
は
、
統
合
論
で
は
、
西
田
の

よ
う
に
悟
性
→
理
性
→
精
神
（
叡
智
的
世
界
）
と
、知
性
（
述
語
面
）

ー
マ
一
一
・
三
六
）、「
神
は
す
べ
て
の
も
の
の
な
か
で
は
た
ら
い

て
、
す
べ
て
の
も
の
を
そ
れ
自
身
た
ら
し
め
る
」（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト

一
二
・
六
、一
五
・
二
八
）
と
い
う
、「
キ
リ
ス
ト
」
を
超
え
た
消
息
を

述
べ
る
箇
所
も
あ
る
。
す
べ
て
は
そ
れ
自
身
で
あ
り
つ
つ
他
者
起
源

だ
と
い
う
「
信
・
覚
・
知
」
で
あ
る
。

関
連
拙
著

『
フ
ロ
ン
ト
構
造
の
哲
学
』、
法
藏
館
、
一
九
八
八
年
。

『
回
心　

イ
エ
ス
が
み
つ
け
た
泉
へ
』、
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
六
年
。

『
創
造
的
空
へ
の
道
』、
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
八
年
。

四
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
し
て

な
お
（
一
）、（
二
）、（
三
）
の
全
体
を
通
じ
て
「
仏
教
と
の
対
話
」

が
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
結
論
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、（
１
）

に
つ
い
て
、
浄
土
教
と
近
い
の
は
個
人
の
あ
り
方
の
根
底
に
神
と
キ

リ
ス
ト
の
は
た
ら
き
を
信
じ
自
覚
す
る
神
学
（
ヨ
ハ
ネ
型
）
で
あ
り
、

神
の
民
の
形
成
に
か
か
わ
る
神
学
（
救
済
史
型
。
律
法
・
贖
罪
・
義

認
が
中
心
。
パ
ウ
ロ
に
は
両
型
が
結
合
し
て
い
る
）
で
は
な
い
。
よ
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い
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
統
合
論
（
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
）
の
場

合
、
信
徒
に
は
、「
統
合
体

、
、
、

」
の、
一
極
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
強
く
、

仏
教
の
場
合
は
（
統
合
体
の
）「
一
極
、
、

」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
明

瞭
で
あ
る
。
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
教-

基
督
教
は
主
と
し
て
共
同
体
成
立

に
「
神
」
の
は
た
ら
き
を
見
た
の
に
対
し
て
、仏
教
は
「
己
事
究
明
」

に
徹
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
仏
教
（
特

に
禅
）
の
場
合
、「
不
立
文
字
」
は
認
識
の
領
域
（
私
と
は
何
か
）

で
多
く
語
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
実
践
の
領
域
（
私
は
何
を
す
べ

き
か
）
で
語
ら
れ
る
。

関
連
拙
著

『
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
接
点
』、
法
藏
館
、
一
九
七
五
年
。

『
パ
ウ
ロ
・
親
鸞
＊
イ
エ
ス
・
禅
』、
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
。

『
創
造
的
空
へ
の
道
』、
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
八
年
、
終
章

そ
の
他
、
秋
月
竜
珉
、
久
松
真
一
、
西
谷
啓
治
、
上
田
閑
照
と
の
「
仏
教
と

キ
リ
ス
ト
教
」
を
め
ぐ
る
対
話
が
あ
る
。

終
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
し
て
批
判
的
考
察
を
進
め
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
と

の
場
を
広
げ
て
「
超
越
的
述
語
面
」
に
い
た
る
の
で
は
な
く
、
い
き

な
り
身
体
／
人
格
が
か
か
わ
り
合
う
統
合
作
用
の
場
が
語
ら
れ
る

（
後
期
の
西
田
参
照
）。
そ
こ
で
成
り
立
つ
の
は
「
作
用
的
一
」
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
「
矛
盾
的
同
一
」
に
対
応
す
る
が
，
実
体
的
な
「
矛

盾
の
同
一
」
で
は
な
い
。
な
お
京
都
哲
学
と
の
対
応
に
つ
い
て
い
え

ば
、
統
合
論
で
は
（
１
）「
人
格
（
極
）」
と
、（
２
）「
統
合
体
」（
キ

リ
ス
ト
の
か
ら
だ
と
し
て
の
教
会
）
と
、（
３
）
そ
れ
を
包
む
場
す

な
わ
ち
「
世
界
」、（
４
）
さ
ら
に
そ
れ
を
包
む
「
創
造
的
空
」
が
語

ら
れ
る
が
、「
創
造
的
空
」
は
久
松
真
一
の
「
無
相
の
自
己
」
に
す

く
な
く
と
も
対
応
す
る
。
久
松
は
「
創
造
的
空
は
私
で
あ
る
」
と
い

っ
て
い
る
と
思
う
。
な
お
西
谷
啓
治
の
中
心
的
主
題
で
あ
る
「
事
事

無
礙
」は
統
合
論
に
お
け
る
極
同
士
の
フ
ロ
ン
ト
構
造
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
鈴
木
大
拙
が
い
う
「
分
別
」
は
統
合
論
で
の
「
一
意
的
言
語

の
世
界
」
に
、「
分
別
の
無
分
別
」
は
「
創
造
的
空
の
基
づ
く
統
合

化
に
向
か
い
つ
つ
、
い
ま
・
こ
こ
で
下
さ
れ
る
選
択
」
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
「
ロ
ゴ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
と
「
神
」
の
二
重
性
は
上
田
閑
照

の
「
二
重
存
在
論
」
と
対
応
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
主
な
る
違



25 ――― 東西宗教研究　第 19 号・2020 年

花
岡	

ま
ず
、
書
物
の
表
題
が
「
創
造
的
空
」
で
す
が
、
こ
の
創

造
的
空
と
い
う
の
は
、も
う
、最
初
か
ら
そ
こ
を
目
指
し
て
、

目
標
と
し
て
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

仏
教
と
哲
学
と
い
う
、
従
来
別
物
と
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
実
は
一

つ
の
根
底
的
現
実
の
三
つ
の
面
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。
哲

学
の
任
務
の
第
一
は
言
語
使
用
を
含
む
知
の
自
己
批
判
に
あ
り
、
こ

れ
は
「
統
合
論
」
に
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。。
さ
て
以
上
の
思
索

の
現
代
的
意
味
の
ひ
と
つ
を
述
べ
る
。
Ａ
Ｉ
は
、
情
報
処
理
に
か
け

て
は
人
間
の
自
我
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
が
、上
記
の
「
自
覚
」

は
原
理
的
に
Ａ
Ｉ
に
は
代
行
さ
せ
得
な
い
領
域
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

Ａ
Ｉ
は
情
報
処
理
に
基
づ
く
が
、
宗
教
は
情
報
を
超
え
る
自
覚
を
求

め
る
。
Ａ
Ｉ
は
欲
望
的
自
我
の
道
具
と
な
っ
て
文
明
を
未
曾
有
の
高

さ
に
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
情
報
化
さ
れ
え
な
い
現
実
を
忘
却
さ
せ
、

人
間
性
を
貧
困
化
、
な
い
し
破
滅
さ
せ
る
危
険
を
孕
ん
で
い
る
。
宗

教
は
そ
の
危
険
へ
の
防
波
堤
と
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

科
学
と
宗
教
。
科
学
は
記
述
言
語
、宗
教
は
表
現
言
語
で
語
ら
れ
、

両
者
は
矛
盾
し
な
い
。
宗
教
言
語
を
記
述
言
語
と
誤
解
す
る
か
ら
宗

教
は
科
学
と
衝
突
し
敗
北
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
統
合
作
用
の
根
源

の
神
は
イ
エ
ス
の
い
う
「
父
な
る
神
」
で
、
神
学
的
に
は
「
啓
示
さ

れ
た
神
」
だ
が
、
そ
の
外
、
い
は
ば
日
陰
は
、「
隠
さ
れ
た
神
」
の

討
議
Ⅰ 

応
答
者
・
司 

会　

花
岡
永
子

場
に
な
る
。
両
者
を
認
め
れ
ば
宗
教
は
学
問
的
認
識
一
般
と
矛
盾
す

る
と
こ
ろ
が
な
い
。

や
ぎ
・
せ
い
い
ち 

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
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る
と
、
対
象
化
さ
れ
た
種
々
の
考
え
の
統
合
の
あ
り
方
は

突
破
さ
れ
て
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
言
う
よ
う

な
「
性
起
」（Ereignis, sich ereignen

）
や
道
元
の
「
現
成
」

と
い
う
逆
の
方
向
が
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と

え
ば
私
は
、
そ
れ
を
森
羅
万
象
の
根
底
に
通
底
し
て
い
る

「
根
源
的
い
の
ち
」
の
顕
現
（m

anifestation

）
と
考
え
た

り
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
四
番
目
で
す
が
、
旧
約
聖
書
を
共
に
聖
典
と

す
る
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
、
統

合
の
あ
り
方
を
突
破
し
て
、「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」（
な

い
し
「
根
源
的
い
の
ち
」）
と
い
う
源
泉
で
生
き
る
こ
と
は

不
可
能
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
根
本
の
と
こ
ろ
で
、
八

木
先
生
の
お
考
え
を
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
、
大
変
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
木	

「
創
造
的
空
」
は
で
す
ね
、
最
初
か
ら
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
。今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
の
か
な
。最
近
、『<

は
た
ら
く
神>

の
神
学
』か
。
あ
れ
を
書
い
た
こ
ろ
か
ら
で
、

だ
ん
だ
ん
研
究
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
う
ち
に
、
そ
う

い
う
表
現
が
出
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら
、
二
番
目
は
、
西
田
幾
多
郎
は
、
仏
教
の
空

の
思
想
を
換
骨
奪
胎
し
て
、
新
た
な
「
絶
対
無
の
哲
学
」

を
提
唱
し
た
と
ご
自
分
で
お
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
が
、「
八

木
宗
教
哲
学
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
換
骨
奪
胎
し
た
新
し

い
宗
教
哲
学
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
キ

リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
創
造
的
空
の
宗
教
哲
学
は
、
き
ょ
う

の
ご
発
表
で
は
一
つ
の
言
葉
の
三
つ
の
側
面
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
る
の
で
す
が
、
根
本
的
に
は
一
つ
と
理
解
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

三
番
目
が
、
用
語
の
「
統
合
」
な
ん
で
す
が
、
色
々
な

学
会
で
、
統
合
哲
学
と
か
世
界
哲
学
と
い
う
言
葉
が
、
用

語
が
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
が
、
き
ょ
う
の
ご
講
演
に
も

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
創
造
的
空
に
久
松
真
一
先
生
の
「
無

相
の
自
己
」
が
対
応
す
る
と
し
ま
す
と
、
前
者
は
「
絶
対

の
無
限
の
開
け
」
へ
と
「
突
破
」
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
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神
そ
の
も
の
で
し
た
？

花
岡	

神
は
別
で
す
。

八
木	

違
う
で
し
ょ
う
？

花
岡	

は
い
、
全
く
別
の
。
た
だ
、
共
同
。
共
に
働
い
て
、
は
じ

め
て
神
も
働
く
、
と
。

八
木	

だ
か
ら
ね
、
や
は
り
僕
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
違
う
ん
で
す
。

創
造
的
空
の
こ
と
を
、
イ
エ
ス
は
神
と
言
っ
た
。

花
岡	

ど
う
し
て
も
空
に
創
造
的
が
要
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

空
に
も
「
創
造
的
」
と
い
う
働
き
が
入
っ
て
い
る
と
理
解

で
き
る
の
で
す
が
。

八
木	

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

花
岡	

ど
う
し
て
も
、
そ
こ
に
創
造
的
と
い
う
の
が
要
る
の
で
し

ょ
う
か
。
空
と
い
う
と
、
も
う
、
久
松
先
生
の
「
無
相
の

自
己
」
が
突
破
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
…
。

八
木	
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

花
岡	
ま
さ
に
、
創
造
的
な
、
日
常
茶
飯
事
、
著
衣
喫
飯
で
す
ね
。

言
葉
に
し
た
の
は
、
こ
の
前
に
出
た
『
回
心
』
と
い
う
本

で
す
け
ど
も
、
そ
れ
が
は
じ
め
て
で
す
。

花
岡	

二
番
目
、
八
木
宗
教
哲
学
は
キ
リ
ス
ト
教
を
換
骨
奪
胎
し

た
宗
教
哲
学
、
新
し
い
宗
教
哲
学
と
理
解
し
て
も
よ
ろ
し

い
の
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

い
や
、
で
す
か
ら
、
空
は
た
だ
の
虚
無
じ
ゃ
な
く
て
。
こ

の
空
と
い
う
と
こ
ろ
は
ね
、
働
き
の
場
な
ん
で
す
よ
ね
。

た
だ
の
空
じ
ゃ
な
く
て
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
が
神
と
言
っ

た
の
は
何
か
と
い
う
と
、
僕
は
そ
れ
を
創
造
的
空
と
い
う

言
葉
に
し
た
ん
だ
け
ど
、
空
と
い
う
の
は
働
き
の
場
な
ん

で
す
。
働
き
の
場
に
し
な
い
と
、「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」

も
、
特
に
華
厳
の
四
法
界
が
そ
う
で
す
け
ど
、
ぴ
た
り
と

出
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド

も
ク
リ
エ
イ
テ
ビ
テ
ィ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
ま

す
け
れ
ど
も
ね
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
ホ
ワ
イ

ト
ヘ
ッ
ド
と
も
接
触
点
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
ク
リ
エ
イ
テ
ビ
テ
ィ
っ
て
、
あ
れ
は
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ん
で
す
わ
ね
。
仏
教
で
も
こ
う
言
っ
て
る
に
違
い
な
い
と
。

た
と
え
ば
、
華
厳
の
四
法
界
な
ん
か
ま
さ
に
そ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
僕
は
思
っ
て
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
仏
教
の
空
を

そ
う
理
解
し
て
い
い
と
い
う
な
ら
、
僕
に
と
っ
て
は
願
っ

た
り
叶
っ
た
り
。

花
岡	

全
部
入
っ
て
る
と
考
え
ま
し
て
。
た
だ
、
曹
洞
禅
で
は
な

く
て
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
洞
山
（
曹
山
）
の
、
正
偏
五
位

な
ん
か
の
一
番
最
後
の
兼
中
到
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
も

う
、
創
造
性
と
い
う
の
と
日
常
性
が
全
く
一
体
に
な
っ
て

く
る
と
こ
ろ
が
出
て
お
り
ま
す
の
で
、や
っ
ぱ
り
、空
に
「
創

造
的
」
が
つ
く
と
不
思
議
な
気
が
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

八
木	

で
す
か
ら
ね
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
、
仏
教
の
一
つ

に
は
っ
き
り
そ
れ
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
な
。

花
岡	

論
文
は
も
う
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
た
お
送
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
う
い
う
考
え
方
が
キ
リ
ス
ト
教
の

ほ
う
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
の
も
、
ま
た
す
ば
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
か
で
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

八
木	

と
こ
ろ
が
、
仏
教
の
思
想
が
言
っ
て
る
の
を
見
て
る
と
、

創
造
と
い
う
の
は
、
む
し
ろ
人
間
の
、
今
こ
こ
で
の
決
断

の
中
で
出
て
く
る
よ
う
に
書
か
れ
て
る
こ
と
が
多
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
た
と
え
ば
禅
機
と
い
う
の
は
、
あ
れ
は
創

造
性
な
ん
で
す
よ
ね
。
今
こ
こ
で
ば
っ
と
現
れ
る
創
造
性
。

そ
う
い
う
創
造
性
は
非
常
に
は
っ
き
り
出
て
く
る
け
れ
ど

も
、
一
番
根
本
の
、
禅
が
空
と
い
う
か
ど
う
か
、
僕
は
余

り
は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も
、
仮
に
空
と
い
っ
て
、
そ

こ
に
創
造
性
が
入
っ
て
る
ん
で
す
か
。

花
岡	

は
い
。
ま
さ
に
創
造
性
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
空
と

い
う
の
は
、divine plerom
a

と
い
う
、
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・

シ
ャ
ル
ダ
ン
的
な
、
本
当
に
創
造
的
な
働
き
そ
の
も
の
が

入
っ
て
る
ん
だ
と
考
え
ま
す
。

八
木	

で
す
か
ら
、
創
造
的
空
と
い
う
の
は
働
き
の
場
な
ん
で
す

よ
ね
。
場
の
内
部
の
創
造
性
と
い
う
の
と
ち
ょ
っ
と
違
う

よ
う
に
も
思
う
。
僕
は
仏
教
に
も
こ
れ
を
見
た
い
ん
で
す
。

こ
れ
が
な
い
と
、
今
、
こ
こ
で
の
創
造
性
、
出
て
き
ま
せ
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だ
と
思
っ
て
ま
す
。

花
岡	

八
木
宗
教
哲
学
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。
八
木
宗
教

哲
学
と
は
、
新
し
い
哲
学
と
。

八
木	

そ
う
言
う
の
は
自
由
で
す
け
れ
ど
も
。
僕
は
イ
エ
ス
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
イ
エ
ス
は
こ
う
言
お
う
と
し
た
ん
だ

と
い
う
ん
だ
か
ら
。
も
し
イ
エ
ス
と
違
い
が
あ
る
と
す
れ

ば
ね
。
八
木
は
そ
う
言
っ
て
る
と
言
っ
て
も
構
わ
な
い
と

思
い
ま
す
け
ど
ね
。

花
岡	

さ
っ
き
、
四
番
と
関
係
し
て
る
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で

す
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
旧

約
聖
書
が
全
部
共
通
し
て
ま
す
が
、
こ
れ
は
根
源
的
に
一

つ
の
と
こ
ろ
に
、
最
終
的
に
は
や
は
り
突
破
し
て
い
く
、

そ
う
い
う
方
向
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

八
木	
突
破
す
る
方
向
と
、
根
本
に
帰
る
方
向
と
両
方
あ
り
ま
す
。

花
岡	
両
方
。

る
と
思
い
ま
す
が
。
そ
れ
か
ら
、
八
木
宗
教
哲
学
は
キ
リ

ス
ト
教
の
換
骨
奪
胎
を
し
て
、
新
し
い
宗
教
哲
学
を
。
キ

リ
ス
ト
教
を
換
骨
奪
胎
し
た
新
し
い
宗
教
哲
学
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
？

八
木	

僕
は
イ
エ
ス
が
見
た
も
の
を
現
代
に
通
じ
る
言
葉
で
言
お

う
と
い
う
、
そ
れ
が
一
番
の
根
本
な
ん
で
す
。
僕
の
言
い

た
い
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
二
回
間
違
い
を
犯
し
た
。
つ

ま
り
、
第
一
回
目
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
は
イ
エ
ス
の
宗

教
を
正
し
く
継
承
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
一

回
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
の
国
教
に
な
っ
た
と
き
に

変
質
し
ち
ゃ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
意
的
な
記
述
言
語
に
な

っ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ
を
も
と
に
返
さ
な
き
ゃ
だ
め
だ
。
も

と
に
返
す
と
は
ど
こ
に
か
。
結
局
、
イ
エ
ス
に
ま
で
行
く
。

イ
エ
ス
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
現
代
的
に
言
い
直
す
と
ど

う
な
る
か
と
い
う
の
が
、
僕
の
基
本
的
モ
チ
ー
フ
に
あ
り

ま
し
て
ね
。
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
換
骨
奪
胎
と
い
う

よ
り
は
、
僕
と
し
て
は
イ
エ
ス
と
い
う
源
流
に
返
っ
た
ん
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花
岡	

主
流
に
な
っ
て
ま
す
か
、
今
は
。

八
木	

部
分
的
に
、
で
す
け
ど
ね
。
そ
し
た
ら
ね
、
そ
れ
を
僕
に
、

こ
れ
は
だ
め
だ
と
言
っ
た
先
生
が
、
あ
な
た
の
論
文
を
も

っ
と
推
薦
す
べ
き
で
あ
っ
た
な
ん
て
言
っ
て
た
け
ど
、
時

既
に
遅
し
。

花
岡	

は
い
。
そ
れ
か
ら
三
の
、
統
合
と
い
う
言
葉
は
、
や
は
り

道
元
で
す
と
「
現
成
」
と
言
い
ま
し
た
り
。
そ
こ
の
と
こ

ろ
を
「
性
起
」
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
言
い
ま
す
が
、「
統
合
」

で
す
と
、
や
は
り
ハ
イ
デ
ガ
ー
で
言
う
と
そ
の
も
の
の
根

源
的
次
元
か
ら
性
起
し
て
き
た
現
象
界
の
世
界
で
は
統
合

と
言
う
と
思
う
ん
で
す
が
。
や
は
り
、
統
合
と
い
う
と
、

ま
だ
…
…
。

八
木	

統
合
、
何
て
言
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
統
合
と
い

う
言
葉
に
し
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
、inte-

gration, integral

と
い
う
の
は
全
体
的
と
い
う
、
欠
け
る
こ

と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
、integral

と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
欠
け
る
こ
と
の
な
い
全
体
っ
て

八
木	

は
い
。
だ
か
ら
、
突
破
す
る
方
向
も
可
能
で
し
ょ
う
け
れ

ど
も
、
必
ず
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
根

源
に
帰
る
方
向
が
不
可
欠
で
す
。

花
岡	

わ
か
り
ま
し
た
。

八
木	

キ
リ
ス
ト
教
も
、
要
す
る
に
教
義
主
義
な
ん
で
す
よ
。

二
千
年
前
の
人
が
定
め
た
教
義
が
絶
対
に
正
し
く
て
、
教

義
の
言
葉
を
離
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
る
の
で
。

僕
も
一
番
始
め
に
ね
、
新
約
聖
書
の
神
学
に
は
二
つ
違
っ

た
考
え
方
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
る
と

き
に
、
ペ
ー
パ
ー
に
し
て
出
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
、
た
ち
ま
ち
怒
ら
れ
た
の
ね
。

花
岡	

そ
う
み
た
い
で
す
。
ド
イ
ツ
は
。

八
木	

こ
れ
は
危
険
思
想
だ
っ
て
。

花
岡	

は
い
。
ド
イ
ツ
で
は
そ
う
言
わ
れ
ま
す
ね
。

八
木	

問
題
に
し
て
く
れ
な
い
ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
で
、

ド
イ
ツ
の
ほ
う
で
そ
れ
が
主
流
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
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花
岡	

創
造
的
空
が
絶
対
無
、
西
田
で
言
う
と
絶
対
無
の
場
の
開

け
み
た
い
な
も
の
で
。

八
木	

ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

花
岡	

そ
の
中
に
統
合
体
が
一
と
い
う
形
で
。

八
木	

あ
っ
て
、
だ
け
ど
統
合
は
必
然
じ
ゃ
な
い
の
で
。
む
し
ろ

偶
然
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
必
然
と
は
言
え
な
い

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
我
々
が
そ
の
方
向
を
見
定
め
て
、
そ

れ
に
参
与
す
べ
き
な
ん
だ
と
い
う
。
ほ
っ
と
い
た
ら
必
然

性
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
う
ま
く
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

花
岡	

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
木	

で
す
か
ら
ね
、
イ
エ
ス
が
「
一
羽
の
雀
と
い
え
ど
も
神
ぬ

き
に
は
死
な
な
い
」
っ
て
、非
常
に
含
蓄
の
あ
る
言
葉
で
ね
。

神
が
殺
す
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
神
な
し
に
は
死
な
な
い
っ

て
。
そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
。

花
岡	
そ
う
で
す
ね
。

八
木	
そ
れ
は
ね
、
僕
が
言
っ
た
ら
統
合
は
生
だ
け
れ
ど
、
そ
れ

ね
。

花
岡	
そ
う
す
る
と
、
包
摂
を
し
尽
く
す
と
い
う
ふ
う
な
。

八
木	

い
や
、
統
合
体
自
体
は
場
に
包
摂
さ
れ
て
る
と
い
う
面
が

あ
っ
て
、
統
合
体
を
包
摂
す
る
も
の
は
、
ま
た
そ
の
奥
に

あ
り
ま
す
か
ら
。

花
岡	

そ
の
奥
に
ま
た
。
そ
れ
が
創
造
的
空
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

そ
れ
が
、
僕
の
言
っ
て
る
創
造
的
空
で
す
。

花
岡	

そ
れ
な
ら
わ
か
り
ま
す
。

八
木	

創
造
的
空
の
中
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
あ
っ
て
。

考
え
ら
れ
得
る
あ
ら
ゆ
る
あ
り
も
の
が
あ
っ
て
。
そ
れ
は

や
は
り
、
神
と
い
う
一
番
根
本
的
な
場
の
中
に
あ
る
わ
け

で
す
よ
。

花
岡	

そ
れ
で
し
た
ら
わ
か
り
ま
し
た
。

八
木	

だ
け
ど
、
そ
の
中
で
統
合
作
用
と
い
う
も
の
が
働
い
て
い

て
、
非
常
に
條
件
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
が
現
実
化

し
て
い
る
。
我
々
は
そ
れ
に
参
与
す
る
ん
だ
よ
と
。
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八
木	

だ
か
ら
、
統
合
体
の
奥
に
絶
対
の
開
け
が
あ
っ
て
。
統
合

体
と
い
っ
た
場
合
は
、
も
う
既
に
、
あ
る
意
味
で
相
対
的

な
絶
対
で
。
絶
対
的
絶
対
じ
ゃ
な
く
て
、
相
対
的
絶
対
で
。

花
岡	

そ
う
で
す
ね
。

八
木	

そ
の
統
合
作
用
の
中
に
い
ろ
ん
な
形
の
統
合
体
、
生
命
体

が
あ
る
と
。

花
岡	

統
合
体
の
大
半
だ
と
い
う
こ
と
に
。

八
木	

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

花
岡	

で
も
、
根
本
的
な
永
遠
の
命
、
神
そ
の
も
の
と
し
て
の
命

と
い
う
の
は
お
考
え
に
な
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

そ
れ
は
命
と
は
僕
は
言
わ
な
い
で
す
な
。
命
と
は
統
合
体

の
も
の
な
の
で
。
統
合
作
用
な
ら
広
義
で
命
と
言
っ
て
も

い
い
け
ど
ね
。

創
造
的
空
を
命
と
い
う
の
は
、
僕
は
ち
ょ
っ
と
抵
抗
が

あ
る
な
。
命
と
い
う
と
、
や
は
り
死
と
対
立
し
て
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

は
創
造
的
空
の
中
に
あ
り
、
こ
れ
は
統
合
を
こ
え
る
。
と
、

そ
の
創
造
、
統
合
と
の
重
な
り
。
イ
エ
ス
は
そ
れ
を
言
う
。

花
岡	
永
遠
の
命
と
い
う
か
、
根
源
的
命
そ
の
も
の
を
生
き
て
い

る
か
ら
。

八
木	

統
合
作
用
自
体
は
永
遠
の
命
で
し
ょ
う
ね
。
だ
け
ど
、
個
々

の
生
き
て
る
も
の
は
永
遠
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

花
岡	

で
も
、
命
そ
の
も
の
は
永
遠
で
す
ね
。

八
木	

さ
あ
、
命
と
い
っ
た
場
合
、
我
々
も
地
球
上
の
命
し
か
考

え
て
な
い
か
ら
。

花
岡	

は
い
。
根
本
的
に
は
、
命
か
ら
す
べ
て
が
性
起
し
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

そ
れ
を
命
と
言
わ
な
い
ん
で
す
ね
。
創
造
的
空
の
一
面
で

あ
る
統
合
作
用
が
生
命
を
成
り
立
た
せ
る
。
僕
、
生
命
体

と
い
う
の
は
統
合
体
の
一
種
。

花
岡	

根
源
的
命
、
そ
こ
は
愛
の
泉
で
も
あ
る
よ
う
な
。
全
体
の

開
け
で
も
あ
る
よ
う
な
。
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八
木	

で
も
、
だ
っ
た
ら
死
ぬ
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
。

花
岡	

い
や
、
こ
の
世
の
生
死
を
離
れ
る
と
い
う
の
が
。

八
木	

い
や
、
そ
れ
と
は
ま
た
話
が
別
な
の
で
。
そ
れ
と
は
別
で

す
よ
。
心
が
生
死
を
離
れ
た
も
の
を
見
る
と
い
う
の
と
、

実
際
に
生
物
が
生
き
て
死
に
、
生
き
て
死
に
と
い
う
の
と

は
話
が
違
う
か
ら
。

花
岡	

は
い
。
こ
の
世
的
で
、
現
象
の
世
界
で
死
ぬ
と
い
う
の
は
、

全
く
一
つ
の
現
象
界
の
出
来
事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

こ
の
世
で
死
ぬ
と
か
、生
き
る
と
か
、生
ま
れ
て
き
た
と
か
、

そ
れ
を
超
え
て
い
く
、
そ
の
次
元
に
わ
た
し
ど
も
は
救
わ

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宗
教
と
い
う
の
は
。

八
木	

い
や
、
こ
の
世
の
、
生
き
て
死
ぬ
と
い
う
と
こ
ろ
の
中
に

神
（
創
造
的
空
）
の
働
き
を
見
る
と
い
う
の
が
宗
教
だ
と

思
い
ま
す
。

花
岡	
は
い
、
そ
う
思
い
ま
す
。
神
の
働
き
を
。
そ
の
神
の
働
き

と
い
う
の
は
命
そ
の
も
の
。

花
岡	
何
と
、
で
す
か
。

八
木	
死
と
。

花
岡	

い
や
、
生
死
を
超
え
て
い
る
の
が
永
遠
の
命
。

八
木	

い
や
、
や
は
り
命
と
い
う
と
、
死
と
対
立
す
る
。

花
岡	

い
や
、
で
も
そ
の
永
遠
の
命
と
、
こ
の
世
の
生
死
と
い
う

の
と
は
ま
た
別
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
永
遠
の
命
の
中

で
の
こ
の
世
の
生
死
と
…
。

八
木	

永
遠
の
命
と
い
っ
て
も
、
そ
う
で
す
。
こ
の
世
の
生
死
と

統
合
作
用
は
違
う
。
僕
は
や
は
り
。
で
も
、
命
と
は
、
命

じ
ゃ
な
い
も
の
に
対
し
て
命
と
言
っ
て
る
ん
だ
と
思
う
。

花
岡	

ew
iges Leben

と
か
、
永
遠
の
命
と
か
は
新
・
旧
約
聖
書
に

あ
り
、
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
は
「
永
遠
の
今
」
と
い

う
説
教
集
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
論
文
集
で
も
あ
り
ま
す
が
。

八
木	

永
遠
の
命
と
い
う
の
は
、
可
視
的
な
生
体
に
対
し
て
言
っ

て
る
わ
け
で
す
よ
。

花
岡	

と
い
う
か
、
す
べ
て
の
根
本
で
包
摂
す
る
働
き
そ
の
も
の
。
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花
岡	

出
来
事
で
す
よ
ね
。

八
木	

そ
う
で
す
。

花
岡	

出
来
事
と
い
う
の
は
命
の
働
き
で
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

そ
う
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
族
と

い
う
と
こ
ろ
で
起
こ
る
は
ず
の
こ
と
な
の
で
。

花
岡	

い
や
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
宗
教
で
起
こ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

八
木	

い
や
、
今
い
っ
て
い
る
の
は
モ
ー
セ
の
話
で
す
。
旧
約
聖

書
の
話
。

花
岡	

旧
約
で
は
そ
う
で
す
よ
ね
。

八
木	

旧
約
聖
書
で
は
、
い
ろ
ん
な
民
族
の
中
の
イ
ス
ラ
エ
ル

の
民
族
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。
ヤ
ハ
ウ
ェ

が
、
わ
た
し
が
お
ま
え
た
ち
を
エ
メ
ス
な
も
の
と
し
て
つ

く
っ
た
と
。
ほ
か
の
も
の
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
お
ま
え
た

ち
だ
け
を
神
に
向
か
う
民
と
し
て
つ
く
っ
た
の
に
、
お
ま

え
ら
は
何
で
そ
う
わ
た
し
に
背
く
の
か
と
（
エ
レ
ミ
ア
二
・

八
木	

そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
違
う
ん
で
す
。
命
そ
の
も
の
は

統
合
作
用
、
キ
リ
ス
ト
な
ん
で
す
。
聖
書
で
は
。
イ
エ
ス

は
「
創
造
的
空
」
を
神
と
、「
統
合
の
場
」
を
「
神
の
国
、

神
の
支
配
」と
い
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
の
働
き
が
命
な
ん
で
す
。

命
を
つ
く
る
ん
で
す
。
永
遠
の
想
念
な
ん
で
す
。
だ
け
ど
、

そ
れ
が
す
べ
て
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
外
に
、
命
じ
ゃ
な
い

場
が
あ
る
。

花
岡	

で
は
、
創
世
記
で
は
な
く
て
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
三
章
の

一
四
節
に
で
し
た
か
、
三
の
一
四
の
あ
た
り
に
、
名
前
を

聞
か
れ
た
モ
ー
ゼ
が
、「
我
は
あ
り
て
あ
る
者
な
り
」
と
。

そ
こ
を
、
有
賀
先
生
が
ハ
ヤ
ト
ロ
ギ
ー
と
い
っ
た
り
。
そ

こ
は
や
は
り
。

八
木	

ハ
ー
ヤ
ー
ハ
ー
ヤ
ー
と
い
う
の
は「
成
り
立
つ
こ
と
」で
ね
。

ハ
ー
ヤ
ー
と
い
う
の
は
働
き
、
あ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
成
り

立
つ
と
い
う
意
味
、
そ
っ
ち
で
す
か
ら
。

花
岡	

は
い
。
先
生
、
で
き
る
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
。

八
木	

え
え
。
出
来
事
の
ほ
う
で
す
。
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す
よ
ね
。

八
木	

歴
史
よ
り
存
在
が
前
面
に
出
て
き
た
。
そ
う
い
う
歴
史
が

あ
り
ま
す
ね
。

花
岡	

で
す
か
ら
、
根
本
に
返
る
と
、
や
は
り
神
の
働
き
が
。

八
木	

根
本
に
は
生
成
の
働
き
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

花
岡	

働
き
と
イ
ベ
ン
ト
と
生
成
と
、
命
が
。

八
木	

そ
の
神
の
働
き
と
い
う
の
が
、
必
ず
し
も
命
じ
ゃ
な
い
よ

と
イ
エ
ス
は
言
っ
て
る
。

花
岡	

そ
こ
が
も
う
違
っ
て
て
、
両
方
。

八
木	

だ
っ
て
、事
実
そ
う
だ
も
ん
。
世
界
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

神
が
つ
く
っ
た
も
の
が
全
部
、
命
に
な
っ
て
ま
す
か
。

花
岡	

で
も
、
こ
の
世
の
す
べ
て
、
現
象
界
の
生
死
と
、
永
遠
の

命
を
。

八
木	
そ
れ
は
、
僕
に
は
一
つ
の
信
念
に
聞
こ
え
ま
す
。
事
実
じ

ゃ
な
く
て
。

二
一
）。
そ
れ
が
旧
約
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
か
ら
。

花
岡	
で
も
、ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
、サ
ラ
と
の
間
の
イ
サ
ク
の
ほ
か
に
、

や
っ
ぱ
り
、
も
う
一
つ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
根
本
に
な
る
、

ハ
ガ
ル
の
子
が
…
。

八
木	

イ
シ
ュ
マ
エ
ル
。

花
岡	

イ
シ
ュ
マ
エ
ル
が
い
ま
し
て
、
こ
れ
も
一
つ
に
入
っ
て
る

ん
で
す
よ
ね
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
も
。

で
す
か
ら
、
そ
こ
の
根
本
の
と
こ
ろ
ま
で
押
さ
え
な
い
と
、

ユ
ダ
ヤ
民
族
だ
け
…
。

八
木	

い
や
、
僕
は
そ
れ
は
根
本
じ
ゃ
な
く
て
、
も
し
絶
対
と
言

う
ん
な
ら
相
対
的
絶
対
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
。
絶
対
的
絶

対
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。

花
岡	

そ
れ
は
で
も
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
語
に
訳
さ
れ

た
と
き
に
、
や
は
り
ギ
リ
シ
ャ
の
エ
ー
ナ
イ
の
と
い
う
存

在
と
、
ハ
ー
ヤ
ー
と
い
う
、becom

ing

と
かevent

―
出
来

事
と
い
う
、
そ
れ
が
全
く
別
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
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花
岡	

間
違
い
か
ど
う
か
、
そ
こ
は
や
は
り
考
え
方
に
色
々
あ
る

ん
じ
ゃ
な
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

え
え
、
そ
れ
は
色
々
考
え
方
は
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

花
岡	

申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
皆
様
。

八
木	

い
や
、
心
と
い
う
の
は
表
現
言
語
の
言
葉
で
す
か
ら
。
僕

は
記
述
言
語
だ
と
思
っ
て
ま
せ
ん
。
自
覚
に
あ
ら
わ
れ
る

も
の
を
い
き
な
り
実
体
化
す
る
と
い
う
の
は
、
記
述
言
語

化
し
て
る
の
で
、
僕
は
間
違
い
だ
と
思
う
。

花
岡	

心
と
い
う
の
は
、
や
は
り
夏
目
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
で
も

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

八
木	

あ
れ
、
悲
し
い
で
す
よ
ね
。
あ
の
『
こ
こ
ろ
」
は
悲
し
い
。

花
岡	

ど
う
ぞ
、
お
名
前
を
大
き
な
声
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ご
質

問
で
も
コ
メ
ン
ト
で
も
、
ど
う
ぞ
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
い
つ
も
ご
質
問
申

し
上
げ
た
い
こ
と
を
き
ょ
う
は
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
て
、

私
は
、
大
変
あ
り
が
た
く
、
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

花
岡	

救
わ
れ
る
の
は
、
永
遠
の
命
を
与
え
ら
れ
る
た
め
に
宗
教

に
入
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
木	
じ
ゃ
あ
、
永
遠
に
生
き
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
な
た
は
。

花
岡	

い
や
、
肉
体
は
滅
び
て
も
。

八
木	

じ
ゃ
あ
、
何
が
残
る
の
。

花
岡	

魂
と
か
、
心
と
か
。

八
木	

じ
ゃ
あ
、
魂
っ
て
何
で
す
か
。

花
岡	

見
え
ま
せ
ん
。

八
木	

そ
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
。

花
岡	

見
え
な
い
で
し
ょ
う
。
信
仰
も
見
え
ま
せ
ん
。

八
木	

魂
っ
て
ね
、
客
観
的
事
実
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
自
覚
に
し

か
現
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
。

花
岡	

は
い
、
そ
う
思
い
ま
す
ね
。

八
木	

で
し
ょ
う
。
自
覚
に
し
か
現
れ
な
い
も
の
を
客
観
化
す
る

と
い
う
こ
と
自
体
が
間
違
い
だ
と
言
っ
て
る
の
。
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言
っ
た
っ
て
、
い
ろ
ん
な
段
階
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
死

の
ほ
う
が
生
よ
り
も
尊
い
と
い
う
、
そ
こ
ま
で
言
う
気
は

僕
に
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

峯
岸	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
岡	

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
峯
岸
先
生
で
し
た
。

ほ
か
に
、
ど
う
ぞ
、
御
質
問
な
い
で
し
ょ
う
か
。
三
日
間
、

八
木
先
生
の
お
話
、講
演
、あ
る
い
は
ご
本
に
つ
い
て
、色
々

な
側
面
か
ら
い
ろ
ん
な
お
考
え
を
。
は
い
、
寺
沢
先
生
。

寺
沢	

先
生
が
、
場
所
論
的
哲
学
の
キ
リ
ス
ト
教
の
接
点
で
、
記

号
を
、
Ｇ
と
か
Ｒ
と
か
Ｎ
と
か
、
よ
く
記
号
を
お
使
い
に

な
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
働
き
の
も
、
矢
印
で
す
ね
。
そ
れ

は
今
度
の
新
し
い
本
に
は
記
号
を
お
使
い
に
な
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
ん
で

す
か
。
わ
た
し
は
記
号
は
大
好
き
で
、
非
常
に
わ
か
り
や

す
く
な
る
ん
で
す
け
ど
。

ど
う
ぞ
ご
遠
慮
な
く
。
ま
だ
時
間
は
一
五
分
ぐ
ら
い
ご
ざ

い
ま
す
。
は
い
、
ど
う
ぞ
。

峯
岸	

峯
岸
と
申
し
ま
す
。
確
認
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
の
レ
ジ

ュ
メ
、
そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
の
引
用
の
中
で
も
、
聖
書
の
「
一

羽
の
雀
と
い
え
ど
も
神
な
し
に
は
地
に
落
ち
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
再
三
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す

が
、「
神
な
し
に
は
地
に
落
ち
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
所
謂
生
、
そ
れ
か
ら
、
仮
に
生
の
反
対
概
念
と
す

る
死
、
両
方
が
神
に
つ
か
さ
ど
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
死

も
生
と
同
様
に
厳
か
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
趣
旨
に
理

解
し
て
よ
ろ
し
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

そ
れ
は
不
可
能
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
死
」

も
神
の
外
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
神
の
中
に
あ
る
ん

だ
か
ら
、
死
は
あ
る
意
味
で
神
聖
な
も
の
で
す
。
自
然
だ

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
き
り
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
余
り

に
も
現
代
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
神
と
い
う
場

の
中
に
あ
る
ん
だ
か
ら
、
や
は
り
神
聖
な
も
の
で
す
。
と
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花
岡	

寺
沢
先
生
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
、
こ
れ
で
。
ご
質
問

の
件
は
。
ど
う
ぞ
、ほ
か
の
方
も
ご
質
問
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
。

ま
だ
時
間
は
ご
ざ
い
ま
す
。
田
中
先
生
、
ど
う
ぞ
。

田
中	

じ
ゃ
あ
、
一
点
だ
け
。
わ
た
し
は
後
で
ま
た
お
話
し
し
ま

す
け
ど
、
一
点
だ
け
な
ん
で
す
が
、
新
し
い
ご
本
の
タ
イ

ト
ル
が
『
創
造
的
空
へ
の
道
』
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
創

造
的
空
か
ら
」
と
い
う
方
向
性
も
お
考
え
に
な
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

本
の
最
後
は
「
か
ら
」
に
な
っ
て
ま
す
。

田
中	

そ
う
で
す
か
。

八
木	

実
際
の
、
今
こ
こ
で
の
行
為
と
い
う
の
は
、
結
局
、
創
造

的
空
に
基
づ
い
て
成
り
立
っ
て
る
統
合
化
へ
の
方
向
性
を

持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
行
為
は
、
統
合
の
場
の
中
で
何

か
を
選
ぶ
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
る
。
最
後
の
ほ
う
に
書

い
た
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
、
余
り
は
っ
き
り
し
て
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
済
み
ま
せ
ん
。

八
木	

あ
れ
ね
、
い
ち
い
ち
説
明
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
か
ら
面
倒

く
さ
い
。

寺
沢	
そ
う
で
す
か
。

八
木	

や
め
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
記
号
と
い
う

も
の
に
つ
い
て
説
明
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
、
使

う
ん
な
ら
。
だ
か
ら
、
本
の
全
体
で
記
号
を
使
う
ん
な
ら

や
り
ま
す
。
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
本
の
中
で
、
か
な
り
膨

大
な
部
分
を
説
明
自
体
に
費
や
す
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と

僕
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、
記
号
で
書
け
る
こ
と
を
わ
ざ

わ
ざ
言
葉
で
書
い
て
ま
す
。
あ
れ
ね
、
記
号
は
便
利
な
ん

で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
便
利
だ
と
い
う
人
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
ん
で
ね
。

寺
沢	

そ
う
で
す
か
。

八
木	

は
い
。
神
を
記
号
化
す
る
と
は
何
事
だ
っ
て
本
気
で
怒
っ

た
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。
僕
は
そ
の
人
に
、「
神
」
と
い
う

言
葉
も
記
号
で
し
ょ
う
と
言
っ
た
。
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あ
た
り
か
ら
は
、
世
界
に
視
点
が
全
く
反
転
し
ま
す
。
ハ

イ
デ
ガ
ー
で
も
、
最
初
の
う
ち
は
、
時
の
次
元
か
ら
有
そ

の
も
の
を
何
と
か
解
決
し
よ
う
と
し
て
も
途
中
で
挫
折
し

て
、
有
そ
の
も
の
か
ら
現
象
の
世
界
を
見
な
い
と
見
ら
れ

な
い
と
い
う
。
そ
う
い
う
、
西
田
で
も
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド

で
も
、
反
転
が
ケ
ー
レ
と
言
わ
れ
た
り
、
回
心
が
起
こ
っ

た
り
す
る
わ
け
で
す
が
。
そ
の
あ
た
り
は
、
た
と
え
ば
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
で
仏
教
的
回
心
を
な
さ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
、
そ
れ
か
ら
さ
っ
き
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
、
二
十
世
紀
、
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
創
造

的
空
と
い
う
言
葉
が
お
で
き
に
な
っ
た
と
、
思
い
つ
い
た
、

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
は
ド
イ
ツ
的
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

八
木	

い
や
、
僕
の
感
覚
と
し
て
は
ま
る
で
反
対
な
の
で
。
ハ
イ

デ
ガ
ー
は
た
し
か
転
回
と
い
っ
た
け
ど
、
結
局
、
ザ
イ
ン

に
向
か
う
で
し
ょ
う
。

花
岡	
有
そ
の
も
の
か
ら
。

田
中	
了
解
し
ま
し
た
。「
創
造
的
空
か
ら
」
と
い
う
の
は
、「
空
」

が
到
達
す
べ
き
終
点
で
あ
る
だ
け
で
な
く
出
発
点
で
も
あ

る
と
言
う
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
の

で
質
問
し
た
次
第
で
す
。

花
岡	

ほ
か
に
、
ど
う
ぞ
、
ご
質
問
を
。
第
一
回
目
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
大
変
と
思
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
に
い
ろ
ん
な
方

が
ご
発
表
に
な
ら
れ
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
詳
し
く
ご

発
表
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
。
ど
う
ぞ
、
も
っ
た
い

な
い
で
す
。
時
間
が
ま
だ
ご
ざ
い
ま
す
の
で
。
ち
ょ
っ
と

私
が
。
そ
れ
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
皆
様
に
お
考
え
い
た
だ

い
て
い
る
間
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
か
ら
。

ち
ょ
っ
と
ま
た
、
今
、
田
中
先
生
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ

と
な
ん
で
す
け
ど
、「
創
造
的
空
か
ら
の
道
」
と
い
う
と
、

本
当
に
、
た
と
え
ば
有
そ
の
も
の
と
か
、
西
田
で
言
う
と
、

一
番
最
後
の
弁
証
法
的
一
般
者
の
解
釈
か
ら
す
べ
て
を
見

直
す
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
西
田
で
す
と
七
巻
ま
で
は
自

己
の
自
覚
で
論
じ
て
ま
す
が
、
そ
の
最
後
の
解
釈
、
論
文
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あ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
で
、
要
す
る
に
、
考
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
ん
だ
。
そ
れ
が
ず
っ
と

続
い
て
る
わ
け
で
。
あ
れ
で
す
。
神
の
存
在
論
的
証
明
も

そ
う
で
す
。
神
を
考
え
れ
ば
、
神
と
い
う
概
念
に
は
、
必

然
的
に
存
在
の
概
念
が
含
ま
れ
る
と
。
つ
ま
り
、「
神
は
存

在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
実
在
す
る
」。
と
い
う
つ

ま
り
、「
考
え
ら
れ
る
」
と
「
あ
る
」
と
が
同
化
し
て
る
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
間
違
い
で
す
。

花
岡	

た
だ
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
な
り
ま
す
と
、
も
う
、
た
と

え
ば
雷
が
鳴
る
と
き
に
稲
光
が
あ
る
と
、
そ
の
と
き
に
ぱ

っ
と
全
部
見
え
る
よ
う
に
、
有
そ
の
も
の
の
世
界
と
現
象

の
世
界
が
全
く
一
つ
に
、
き
れ
い
に
見
え
る
と
い
う
、
あ

の
百
二
、三
十
ペ
ー
ジ
の
、
本
当
に
薄
っ
ぺ
ら
な
本
の
中
に
、

ギ
リ
シ
ャ
語
で
。
そ
れ
を
ド
イ
ツ
語
に
訳
し
て
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
は
す
ば
ら
し
い
解
釈
。
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
ほ
う
は
だ

め
で
す
け
れ
ど
も
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
の
ほ
う
は
す
ば
ら

し
い
解
釈
を
。

八
木	

ザ
イ
ン
に
バ
ツ
を
つ
け
た
り
し
て
る
け
ど
。

花
岡	

は
い
。
あ
る
い
は
イ
プ
シ
ロ
ン
の
Ｙ
を
使
っ
た
り
。
そ
こ

か
ら
性
起
（sich ereignen

）
し
て
、
現
象
の
世
界
の
、
差

異
の
世
界
と
同
一
の
世
界
を
。
私
は
そ
れ
を
、
ま
た
、
差

異
性
と
同
一
性
と
の
、
同
一
性
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
向
か
っ

て
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

八
木	

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
而
上
学
は
存
在
者
を
見

て
存
在
そ
の
も
の
を
見
逃
し
た
と
批
判
し
て
。
だ
け
ど
、

そ
う
言
っ
て
る
彼
自
身
が
、
や
っ
ぱ
り
ギ
リ
シ
ャ
的
存
在

論
を
完
全
に
脱
却
し
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
僕
に
は

そ
う
思
え
る
ん
で
す
よ
。

花
岡	

そ
れ
は
で
も
、
あ
り
得
ま
す
ね
。

八
木	

だ
か
ら
、
や
は
り
存
在
そ
の
も
の
と
空
の
場
と
違
う
ん
だ

っ
て
。
僕
が
こ
こ
で
一
番
言
い
た
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
な

ん
だ
け
ど
、
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
、「
存
在
と
思
考
は
同
一
」

だ
っ
て
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
問
題
性
は
あ
れ
な
ん
で
す

よ
。
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花
岡	

ど
う
も
、
色
々
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
木	

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

八
木	
ま
あ
、
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
は
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど

ね
、
後
代
に
影
響
を
残
し
た
の
は
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
の
ほ
う

が
強
い
ん
で
す
よ
ね
。

花
岡	

そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
ず
っ
と
。

八
木	

え
え
、い
わ
ゆ
る「
観
念
論
的
哲
学
」。
理
想
主
義
と
も
い
う
。

花
岡	

存
在
論
で
言
っ
て
ま
す
。
一
神
論
で
言
っ
て
ま
す
か
ら
。

八
木	

え
え
。

花
岡	

ど
う
ぞ
、
ご
質
問
あ
り
ま
し
た
ら
。

八
木	

い
や
、
今
こ
こ
で
、
僕
は
専
門
じ
ゃ
な
い
か
ら
だ
け
ど
、

シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
の
解
釈
の
ひ
と
つ
に
、
箱
の
中
の
猫
は

生
き
て
い
る
と
も
死
ん
で
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

猫
は
生
と
死
が
重
な
っ
た
状
態
に
あ
る
、
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
あ
れ
も
ね
、
僕
は
や
は
り
、
存
在
と
思
考
と
を
同

一
視
し
て
る
か
ら
あ
ん
な
こ
と
を
言
い
出
す
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。


